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この報告書は、筑後丙部第 2地区のほ場整備に伴って平成8年度に行っ

た常用長田遺跡第2次調査の成果をまとめたものです。このほ場整備地区

内では、多くの遺跡が発掘調査されました。今回報告する常用長田遺跡で

は、この地域でのぬ生時代の幕開けを感じさせる土~類や、大陸や半島の

存りのする遺物が出土しております。こういったことから、この地域の歴

史が少しずつひもとかれていくことを期待しております。

なお、現地での発姻作業の進行を{愛先させた結果、平成8年度に実施し

た発掘調査の報告書の刊行が今日になってしまったことをお詫びしなけれ

ばなりません。ii時は、筑後市内で4地区のほ場整備事業が同時に施行さ

れており、工事前の記録保存のための発振作業に追われておりました。し

かし、今後は累積している他遺跡の調布報告書についても順次刊行してい

く所存です。

最後になりましたが、本報告苫の刊行にあたり、 ご助)Jご協力いただ

いたみなさまに、 j事く御礼申し上げます。

平成15年3月

筑後市教育委員会

教育長牟田n和良



伊リ 仁コ

L 本'，1，は、!と成8年度に調査を行った常用長田遺跡第2次調査の成果をまとめたものである。

2. 党掘品1f.および出上遺物の整理等は筑後市教育委Ll会かおこなった 調査関係者は第 1章に記した
とおりである ，なお、出土遺物 ・実測図 ・写真等は筑後tli教行委u会において収蔵 ・保管している
3. ~，If に使用した!ヌIIDiのうち、遺構実測は奥村太郎、向型f朱紺史、野m洋子、主古隆弥 (現、川崎町

教育委u会)、 |二村英仏永見秀徳が、造物実測は佐々木)f代、楠j問E絵、福井まとか、仲文恵、平塚ア
ケミ、水凡が作成した。遺構の全体配置図作成は、アジア航illlJ株式会社へ委託した。また、製凶は仲、

佑々木、柚)1二、稲)t、仲、平塚、永見がおこなった。

4. 11: .Ifに使用した泣構写点は柴田剛、末吉、水凡が、 j立物写れはjk比が搬;~;した。

5. 4三占での報常にあたり、遺構番号を次のように決定した‘ ig~J1f.時につけた遺構仮番号を生かし、頭

に調査次数、 i立博HI別を加えた。今回は第2次品B1'であるため、 S-500が1:坑であった場合、 2SK0500
となる なお、調査の時点で他の調査区と遺構需号を辿請としたため、今回の調査では300-999と

2000-の遺構番号を付した。

6. -1正占にmいた)ff立はすべてG.N.を、水準はT.P.をJ彦根としている
i捌同上で分度器を用いて計inlJした。北から45東にあたる場合、 N-45

7. 本山の執it.編集は永見が行なった。
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第 I章 はじめに

本書は予成9年度に発掘調査を行った、西部第2地区遺跡群のうち「常f口氏UI遺跡第2次調査Jの成
~~を集録している u ノ?阿の調査は、平成 8 年度県?;f担い手育成基盤整備事業筑後阿部第 2 地区に伴い、

r: IJI:によって消滅する部分について記録保存の措置をとったものである 今111)調先対象地となった部分
は切上削平による農地造成の F定地となっていた 問符地点は、筑後市大字常用'{:長田679外であり、
ほ場整備実施後の地昏は筑後rli大字常用661外にあたる 0

・ド成8年度に入ってから、県営担い手育成基盤整備l'JI業筑後西部第2地区の1(11r 1)lが始動することと
なった。事業主体の福間県筑後川水系農地開発事務所が筑後市教育委員会に対して、埋蔵文化財の有無

を照会し、筑後市教育委u会は煙蔵文化財の所在の所イ正確認のため試掘確認，凋企を尖施することとした。
その結果、広範聞に埋.蔵丸化財の包蔵が確認され、よ 'J~の影響により現状保存が倒維な筒所について記

録保存の措置を講ずることとなったれ調査費用は、泣林水産省と文化庁の11:え'i!tきに従い、文化財保護
部川と事業主体が分担して負担することとした 現地の調査は、約3，500m守を対象とし、平成9年 1J1 

から 5月まで実施した。

;OM1E期間中は、福岡県筑後川水系良地開発主任務所をはじめ、現地で工事を担吋された(捕桐明組には、
U~jの調整等の様々な援助をいただいた。 そのお除をも って調査が完了できた。 特に感謝巾し上げたい。

なお、整理作業は平成12--14年度に、筑後rli教行委日会文化財整理室で行った。 現地調査から報告占
三】;3 -一一一--1 11 剖口、ミ~ëIIl //!:d.' ~ヲ"'/'0.・・ 餅鮎- l.. ~..猿担hア1
Z明石遺跡.一一一一

• I 

Fig.1 周辺の調査地点位置図 (1パ0，000)



刊行に到る調査組織は、以ドのとおりである

(現地調査平成8-9年度)

総括筑後Ilj教育委n会教育長 森問 )i~之

教育部長 i!t留忠Jを
庶務 社会教育課長山口逸郎

社会教育係長本付 正n:l(干成8年度)

問中山通(平成9年度)

祉会教育係 出'1' 1，判IJ (文化財担当)

小林 的作(文化財専門職)

Ht ，U: ( 々 干成9年度-)

柴山剛 (丈化財学芸員)

調査担当 社会教育係 永見 秀徳(丈化財専門職)

(整理作業平成12-14年度)

総括筑後市教育委員会教育長 本ITIII制|良

教育部長 下川郡tll~l

庶務 社会教育課長庄村岡義 (平成12年度)

松永盛山郎(予成13・14年度)

文化係長 成泊予和

丈化係 小林 11作(文化財専門職)
上村英上( 々

、~Ji 点ー(文化財学芸員)

柴m問。 々

調査担当 文化係 永見 秀t~t (文化財専門職)

なお、発掘調査 I~fの協品から、現地調査、報告JF作成に3itJるまで、次の }j々から tt重な御助言、御指

導をいただいた 記して謝意を表したい。(順不向、敬称略)

佐田茂(佐賀大学)、水野正釘(奈良大学)、橋1"1;主也・伊崎俊秋・佐々木隆彦・小田和利 ・小川泰樹

占回東明(以上、福岡県教行庁)、赤崎敏男・大塚}!~~台(八女市教育委只会)、 Illl上l元樹 ・ 坂井:義哉(以

t、大牟田市教育委日会)、原本映子(三瀦町教育委u会)、東竜雄(山川町.教"(j~U 会)、片岡宏て(小

出市教育委員会)、石井快'sJ~ (夜須町教育委n会)、機井康治 ・富永11'[樹 ・|市l川:JE隆・ IJ、樺太郎(以 |二、
久留米市教育委J~ 会)、 111村信装(太宰府市教育委u会)、末吉隆弥(川崎町教行委u会)、松岡和利 ・川

本英紀(以上、世Ht町教育委員会)、木嶋l完治(佐賀市教育委員会)、狭川!'~ . . f4市聡一郎(以上、 )e
興寺文化財研究所)
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第E章位置と環境

筑後市は払i同県の南西部、筑後平野の中央部にあたる 市域を JR鹿児島線と国道209号が縦断し、

障l近442ひか横断する。また、市南部には一級河川の矢部111、中央部には山ノ井川や花宗111、北部には

合け川が両流する。市北部には耳納山地から派生する八k丘陵が何に延び、 i拡瓶JHの溜め池が点在する。
低位1.1S状地である京都や低地である南西部には農業水路が発述している。当市は県内有数の農業地帯で

あり、北部の圧陵地域では果樹聞や茶畑、東部や南西部では米点中心の川|刻地帯が広がる。市街地は国

道に沿って市の巾央部に形成されている。

まず1[1イi即時代であるが、蔵数坂口遺跡や鶴m東大坪遺跡等で泣物が山上している。しかしながら、
遺構の発比には到っていないため、当時の様相はほとんど不明である。つづく縄文時代であるが、筑後

di内では制文時代の辿・跡は"lIJの南部域に集中することが判っている ただし、例外的に落し穴は全域に
分術する。特に鶴川岸添遺跡や久恵内次郎遺跡では、多数の落し穴を検出している。また、津島九反坪

遺跡 ・ぷ前問遺跡 ・鶴田作i森遺跡 ・久恵中野遺跡等では、早期のものと思われる石組炉も発見されてい

る。さらに、 J己品集落の北側には純文時代の集落として若名な県山遺跡がある。

次の弥生時代であるが、中期初頭までの集落は、純文時代と同様にrli肢のけF幹部に偏って分布する。
中期も後半に入ると、北部の丘陵上にも展開するが、同時に{丘、下地へも展開して遺跡数は爆発的に増加

する 前期から中期初頭の遺跡では、今回報告する常用長田遺跡等が若名で、前期の溜井も津島九反坪

遺跡で確必されている。また、上北島塚ノ本遺跡では、夜臼式上践が出tして注意をひいている。中期
後半以降の集落は、蔵数森ノ木遺跡が特に著名である。また、低'fl地への展開例では津島皿ヶ町遺跡が
ある また、鶴田岸添遺跡では火災で消失した竪穴住居も確，iZされている，
占tJl時代は、市北部の石人山古墳、欠塚古墳、瑞王寺古墳が良く知られている 集落遺跡では、弥生

時代から継続している蔵数森ノ木遺跡や久富鳥居遺跡、鶴田両知|遺跡、 Ht~南悌生遺跡等がある。集落

の基本的な立地は、弥件三時代稜半のそれを賭襲する。

筑後di域は、市代には交通の要衝として認知されていたようで、，1，-代行進の商海道が南北に縦断する。
発掘調先でも、鶴田中市ノ塚遺跡、山ノ井川口遺跡、羽犬塚111ノIIIf遺跡等で確認された。延喜式にある

お野駅は筑後di附近にあったと考えられていて、故有)J11除制地は羽Jと塚中学校附近である。羽犬塚中道
遺跡では斗~Jt 1:慌て宇も多i止に出土している。また、若-#&森幼遺跡では!経穴式イセj青によって構成される大
規模な集部が確認されている。

rl'l.tには、館跡を中心に調査事例が増加している。この時期には社、予簡を小心に荘闘が発達し、その
支配を法盤にした社会が形成される。これは当地域の特徴のひとつといえようや

さて、今阿報告する常用長田遺跡周辺の状況であるが、弥生時代前期の遺跡が集中する地域と言って

も過Jではない ほほ連続する遺跡と捉えられる(厳密には隣擬する徴高地)常用日田行遺跡をはじめ、
西側約5∞IIIの梅向遺跡等が集中している。さらに北東約 lkmには、城ノ越期の円形住居や廃棄土坑を確
認した i二北島予塚遺跡が所在する。当遺跡から南側には弥生時代前期の集落を認め得ないが、津島九反

坪遺跡ではl初期jに遡るとみられる溜井状の水源地遺構が確dされている 弥生時代中期から後期には、

梅向遺跡が大きく栄えたとみられる。それ以降の時期は集中して遺構造物がみられることは少ないが、

中世には4r1剖制に組み込まれ、大宰府の安楽寺領として栄えている

参与文|猷

『筑後ItiseJ 筑後111史編纂委員会 1998 
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l 瑞王寺古墳

4 蔵数森ノ木遺跡

7 羽犬塚中道遺跡

10 上北島平塚遺跡

13裏山遺跡

16 常用日田行遺跡

19 津島南悌生遺跡

2 石人山古墳

5 欠塚古墳

8 羽犬塚山ノ前遺跡

11 鶴田木屋ノ角遺跡

14 鶴田岸添遺跡

17 常用長田遺跡

20 津島血ヶ町遺跡

Fig.2 周辺遺跡分布図
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3 蔵数坂口遺跡

6 久富鳥居遺跡

9 山ノ井川口遺跡

12 鶴田西畑遺跡

15 鶴田中市ノ塚遺跡

18梅島遺跡

21 津島九反坪遺跡



第田章調査成果

1 .はじめに
今同報告する常11-1長田遺跡は筑後市大字常用字長田に所在する。調査は永見秀徳が担当した。調査面

積は約3，500ぱで、調査期間は平成9年1月5日から5月12日であった。4亘書では、先に遺構をその種類別
に報告し、その後に、遺構の報告順に従って出土造物を報告した。同一遺構種別内では、遺構番号順に

報告することを基本とした。従って、遺構の年代順等の考古学的基準で並べていないので注意されたい。

また、調査当時は常m日間行遺跡を合わせて「常則遺跡群」として扱い、遺構仮番号を通し昏号で付
していた。そのため、当時 fE区Jとしていた常用長田遺跡第2次調査では、S-300-S-999とふ2000-
の遺構仮番号を使用している。報告にあたっては、例言にも記したとおり、調査時点での遺構仮番号を

そのまま使用し、調先次数と遺構種別を頭につけて遺構番号を決定してしいる。つまり、常用長田遺跡

第2次調査での遺構仮番号S-500が土坑であった場合、本占:での遺構番号は2SK0500となっている。

11 
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2.検出遺構

検出遺構は、 j立十Ilti反併Uを付したものだけでも、 82011財宝のものがある。11'，1-.造物がないなどの時LlI
で遺構仮番号を付さなかった小腕模なものまで人れると、 l、000個程度の遺構が検出されたことになる

今岡遺構種別が判明したものの中では、士坑の数が抜きん出ている 大'1~は、調査時点では廃棄上坑と

して認識されたが、その多くは貯蔵穴等の転別であることは容易に推測される したがって、廃棄上坑

と貯蔵穴等の区別は報行の中では区別しておらず、 trに上坑として取り扱った。
また、竪穴遺構のIj]には住居跡の可能性を否定できないものも含まれているが、弥生時代 ・古地時代

のもので主柱穴が確認できなかったものは、 I竪穴として報告した。なお、科1<!ffiで遺構番号の最後J己に

つけた1J書きの英数宇は、 IJI~在区内でのfiÌ~tnを1)ミすJ血|メ:番号である。(Fig.238参照)

土坑

前述したように、多故の 1:坑を確認した 本米はm土遺物から推定される時期の新旧や、調査区内で
の位世をもって報告順を決定すべきだが、今同はlitに遺構番号順とした。以下、本文では特に特徴があ

るものや、文章で補う必要があるもののみ記述した 各遺構については上坑ー弘点を参照されたい

2SK0306 (Fig.6・Pla.3)[R3] 

調査区の南端近くにあり、遺構の切り合いはないc t制|の方位はN-490 -wである。 長軸 1.9m~，l ，剛

0.9m深さO.9mをjRl同が、民明11上の対辺は泣桃門前が遺構上端よりも外側に拡がるため、長軸よの断凶lで
は袋状上坑の機相を:止する。拡がる幅は、東辺で0.2rn河辺でO.lrnである さらに、束慣れ/3は底面が・

段低く掘り込まれており、その比高差はO.2m栂であるe

出土遺物は、弥生上~ (聾 ・ 壷 - 鉢) ・サヌカイト (スクレイパー・剥)¥-) ・黒眼石(鍛 ・ポイン

ト?・剥片)がある

2SK0361 (Fig.9・Pla.31・32)[P12] 
調主区の南端近くにあり、遺構の切り合いはない。主軸の万位はN-31 -Eである。長刺11.2m純物h

1.001深さ0.6mをHIIJる。一比井戸のようにも見えるがl氏而は透水屑まで述しておらず、ここでは上坑で報

告した。 2S12340のqJ火J:坑となる可能性もある。
出上遺物は、弥生L路(型 ・奄) ・黒色磨研土器官 ・黒曜石剥片がある

2SK00363 (Fig10・Pla.31・33)[011] 

調査区の南寄りにあり、 2SK2021を切っている 主軸の方位はN-15 -Eである 長軸1.7m短紬

I.lm深さ0.901を測るが、 1有辺には幅0.3m奥行き0.201庵而からの高さ0.201の棚を地山削りだしでつくる。

棚の上面は南から点へIIIJかつて傾斜しており、 liLj端での比高差は0.101である。

この棚には弥生 u器(亀ノ巾式)の楚を倒立させて据えている。この識は岐部が欠慣しているが、偶
然による欠f員とは考えにくく、人為的な打ち欠きと与えられる。
It. t遺物には、弥生!~砕(聾・壷) ・サヌカイト剥片・忠昭石剥片がある。

2SK0402 (Fig13 • Pla.49) [U13] 
調査区の南寄りにあり、遺構の切り合いはない 長軸2.2m短軸1.0m深さ0.2111をjRlJり、主軸の万位は

N-19
0 

-Eである 完掘状態での遺構実測凶をみると 2つの土坑が切り合っているようにも見えるが、

調査時点の所見では検出時に遺構の切り合いは認められず、 lつの上坑としてs認識した。長軸側l山j端は

棚状となり、深さ0.201であるが、中央部は0.501と・段深くなっている。この・段深い部分の平面形態は

鞍った方形であり、;間以!的に掘削したことが石・てとれる。さらにこの部分の成lfiiは南から東へと傾斜し

ており、特別な川途をtJ-えることも検討しなければならない。

出土造物は、弥生 1:持(琵・宙 ・蓋) ・サヌカイト剥片 ・黒曜石剥片 ・n・計ポ1))'(・河原石片がある。

2SK0405 (Fig13) [Q20] 

調査区の中央附近にあり、 2SlO608に切られており、かつ2SK2044を切っている 主軸の方位はN-

56
0 -wである。民紬4.501短紬1.501深さ0.801と、大噌で細長い印象を受ける 1:坑である 底面は慨ね

6 
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平坦で、特徴的な構造は持たない。

出土造物は、弥生土器 (楚 ・壷 ・蓋) ・粘上塊・サヌカイト (鍛 ・?・剥片) ・黒曜石剥片 ・片岩剥

片がある。

2SK0419 (Fig14・Pla.54)[N26] 

調査区の中央附近にあり、 2SK0948を切り2SK0573に切られている。主軸の方位はNー75
0 -wであ

る。2SK0402と向じく、完掘時の実iftIJ阿を見ると 2つの土坑が切り合っているようにも見える。こちら
は、検出時に切り合いを見・落とした可能性があるc

出土遺物は、弥生土器 (聾 ・壷) ・サヌカイト剥片がある。出上造物を見る限~)大きな時期幅は認め

られない。

2SK0423 (Fig15・Pla56・57)[T10] 

調査区の南寄りにあり、 2S K0577 と 2SX037 1 に切られている 。 長車d14.6m短t~b1. 7m深 さ0.5mの大型で、

主軸の方位はN-50
0 -wである。底面は概ね平坦であるが、中央やや西寄りにj底面からの深さO.2m程

の平面形がだ円形の小穴がある。ぞれ以外に特別な構造は持たない。

出土遺物は、弥生土器(誕 ・寵 ・葉) ・面下 ・投弾 ・粘土塊 ・サヌカイト (鎌 ・ドリル ・ポイント ・

スクレイパー ・剥片) ・黒曜石剥片 ・石英剥片 ・偏平打製石斧 ・眠石がある。

2SK0429 (Fig16・Pla59・61)[09] 
調査区の南寄りにあり、他の遺構との切り合いはない。主軸の方位はN-13

0
-Eであるが、平商形

態は円形に近い。 所調、典型的な袋状土坑で、遺構検出面が長軸 1.2m短~lll. lm (こ対して、遺構の下端は

長軸l.7m短軸l.3mを測る。西壁下部には小さな棚状の施設が認められ、設置方法は地山削 り出しである。

出土造物は、弥生土器(饗 ・壷)がある。

2SK0434 (Fig17・Pla.65)[N28] 

調査区の中央附近にありに、2SK0800を切っている。長調h2.9m短軸1.8m深さO.9mとやや大型で、主

軸の方位はN-73
0 -wである。この遺構は底面形状に特徴がある。東側 ・中央 ・西側の 3つにわけで

底面をさらにO.15mlまど掘り下げている。それぞれの平面形状は崩れた方形または長五形で、東fWJO.8X

O.8m、中央O.9X1.0m、西側0.5X 1.0mを測る。それぞれの間と東端には掴りくほめずに残した捌が認め

られる。これらを利用して木材等で床貼りをしていた可能性が高い。また、中央と西側の間には東西

O.4m南北O.2m深さ0.201程の小穴が認められる。恐らくは一木削り出しの4弟子を国定した痕跡とみて大

過なかろう 。

出土造物は、弥生土器 (翠 ・蛮 ・叢・高杯) ・粘土塊 ・サヌカイト (スクレイパー・コア ・剥片)

黒曜石(鍛 ・景Ij片) ・チャート剥片 ・片岩剥片 ・石がある。

2SK0435 (Fig17・Pla.66・67)[N28] 

調査区の中央附近にあり、 2SK0454を切っている。長事113.201短軸1.801深さJ.Omとやや大型で、主紬の

方位はN-56
0 -wである。中央部に径1.0m深さO.5m程のくぼみがある。土層断面実測図を見ても、

下府遺構等の可能性はなく、この土坑iこ附随する設備であろう。

出土遺物は、弥生土器(聾 ・蛮 ・蓋 ・鉢) ・凸帯文土器饗 ・土製紡錘車 ・面子 ・粘土塊 ・石製紡錘車

未製品 ・石錘?・磨製石剣(製品 ・来製品) ・サヌカイト剥片 ・黒曜石剥片 ・片岩剥片?・石がある。

2SK0438 (Fig18・Pla.71)[M16] 

調査区の南寄りにあり、 2SD0532と2SD0533に切られている。長軸3.lm短軸2.0m深さ0.5mとやや大型

で、主軸の方位はN-11
0 -Eである。底面形状は平坦で、特別な設備や構造は持たない。

出土造物は、弥生土器(翠 ・壷 ・輩) ・粘土塊?・サヌカイト (鍛 ・スクレイパー ・剥片)黒曜石剥

片がある。

2SK0451 (Fig19・Pla.75)[L 191 
調査区の中央部東端にあり、 2SK0530を切っている。長軸3.601短軸l.4m深さO.5mとやや大型で、主

判!の方位はN-26
0
- Eである。完掘後の実測図を見ると 2つのよ坑が切り合っているようにみえる。

検出時点では切り合いは認められずlつの土坑として報告するが、造物に若下の時期幅が認められる。

-18-
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2SK0429 

H =7 300m 

H =7 .300m 

H=7.300m 

1 泉茶色結質土(給性~~ <、土がしまってかたい黒色赤茶色粒子~含む)
2 11 ( 1よりやや給性あり、 1よりやや色が暗い)

3 11 (2より粘性あり、灰茶色粒子含む}

4 1/ (粘性3と同じ、地山A混入)

5 緑茶色粘貧土(粘性3と同じ、灰1rt色粒子含む)
6 集苦言色粘貧土(3より粘性強い、黒色土混入)

7 暗黒茶色粘質土(給性6と同じ晴茶色粒子会む)
8 11 (粘性6と肉じ、灰茶色絵子含む)

A:暗茶色粕貧土
B:日膏貧系色粘貧土

8 
H=7.300m 

淡無茶色砂貧土(2-3cm大の灰茶色粒子含む)

I! (灰茶色絵子多含む)

.茶色粘貧土 (貧富E色粒子含む)
暗黒茶色粘貧土( 11 ) 

無茶色事占貧土(灰茶色粒子会む、給性強い)

.色粕貧土(地山プロック、制金強い)
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@ @ 

2SK0431 

H=7.400m 
H=7.100m 

H=7.100m 

2m 

暗黒茶色粕貧土(給性やや弱い、茶色粒子多〈含む)

11 (1より粘性弱い、灰茶色純子会む)

11 (粘性2と同じ。稽案、灰:1Yi及び緑色徹子を多〈含む)
E高泉茶色粕貧土(1よりやや粘性あり、茶色粒子を含む)

11 (1-4よ1)~音〈、 4 より粘性ゃゃあり、灰茶色粒子含む)

Fig.1 6 2SK0429・2SK0431・2SK0432・2SK0433実測図 (1/40)
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2SK0434 

2SK0435 

H=7ωOm 

H=7.600m 

2SK0436 

H =7.300m 

/lmm-lmm大の凪鮒子[炭{抽}抄し含む.¥1泊嘉郎賞土(:"...， j ~':'::"~~~'.. t..MICJMJ '4::TVd¥l，¥ 
I1mm大の白色.ti子を多{含む / 

2細胞糊土eよりやや靖め、 lmm-lmm大の鳳掛子側鴇]をi
'n含む.Imm大の白色粒子を少しtむ I 

M ・.J.flmm文の畠館予断酬を少し批.またlmm大のK3 曙凪葺色Z古賀土f ':~"'::"::~，:' _~'~~J -<~"'ð~. ~~_~...IIIWn ^VJ\ 
日明「鳳色組子{炭化物Jt多〈含む.3cm大の事貫色土を含む1

4 晴蝿茶色鮎置土(IIH;問むかつ

5 演且葺色4占黄土(3mm-2mm丈の血色鈴子 [炭化絢1M>し含む}
6 渓鳳葺色結置土(Sよリやや稔働省い.絵封二近い}

7 涜草色給費土{地山Aよりやや茶色fl強い.総土に近いi
S湖純給置土(曙純土を含む)

9晴服飾佐{蹴によリ息間予を酬に含む， 1 mm:*:OlI 
~ï鳳側子[炭化物]砂{含む 1 
画ム11mm"'2mm大0滋賀色ti予と lmm-lmm大0)¥10 I自属高色給置土l':~"':'-.. ~;:':.-:-:I~~~} '" lIUIW-I111m̂V1l 
四「鼠色絵子[度{じ絢)U<含む l 

11 喝血色給貧土{賃色t1予告~l-tむl
A: I柿色絵土
B:明葺色絵土{砂貨を含む1

。

2m 

H =7 400m 1 渓鳳事色粕貧土(結t崎い.風色崎高色.赤茶色粒子宮む)
2 11 C糊 lと同じ.鯨色土混入1
3 I (給!1H:~(;. 1. 21:1tベ色b司い]
11 (1よりやや給注品11..色絵子宮む}

5 I1 (給錐1とH‘質事色lQ予告多(含む}

6 司自.葺色給貧土f給栓4よりやゃあり 葺色段予を含む1
1 .茶色結置土(6より給怯Il'.轟色賀高色Z喜子宮むI

8 11 (7と鮎位向じ.革色.tt予含む)
1/ 16と給位向じ.墨色組子宮む1

10 11 Tt給色調じ灰白色ti子宮む)
11 篭鼻華色給貧土(6よりやや粘位あリ.葺色組子宮むl
A:堵質事色土
B: I置灰葺色土(砂o子宮む}

Fig.17 2SK0434・2SK0435・2SK0436実測図 (1/40)
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H=72∞m 

2SK0438 
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H =7 . 100m 

一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

H=7 100m 

1 8奮.，再色車古賀土(粘性弱い、稽茶色純子含む)

2 1/ ( 1と粘性向じ、貧iTi色純子含む}

3 1/ ( 1と給f空間じ、 B膏ヲ匹、.1匹、及び鳳色粒子を含む)
4 1/ ( 1よりやや粘性あり.噌茶色勉子を多〈含む}

5 晴茶色粘質土(粕性4と同じ、黒色粒子を含を;)

6 11 (粘性4と同じ、暗茶色粒子を含む)

7 &音緑茶色給貧土{給性lと向じ、緑色、暗茶色般予を含屯;)

A:略貧茶色給貧土

。 2m 

2SK0439 

句。

H=7.ωOm 

H=7.4∞m 

、三zJ三乏ヨ A

1 .;喜色結貧土(粘性弱い...色粒子及び灰色敏子含む)

2 11 ( Iよりやや粕性あり、暗茶粒子多〈含む)
3 11 (給性2と同じ、奈色佐子を少し含む)
4 11 (給性2よりやや強い、暗茶色粒子を多く含む}

5 .茶色給貧土{給性2と同じ、池山混入)

6 1/ (給性4と同じ、風色勉子含む)

7 11 (粘性4と同じ、 ?fi色敏子含む)
A : 8音質茶色粘貧土

② 

H=7.ωOm 

H=7.600m 

に込 lーとコグ / A 

¥ '-- 三一一---，...-/ 

1 鳳茶色結質土(給性u<.黒色粒子含む)
2 1/ (粘性!と間じ、靖茶色粒子含む)
3 1/ (給性lと同じ、 l、2よリ色が暗い..色、灰茶色電車子を含む)
4 1/ ( 1よりやや粘性あり..色純予を多〈含む)
5 鳳lt色S直貧土(給性4よりやや強い.灰白色土混入)
6 1/ (粘性5と同じ、暗茶色泊予含む)
7 1/ (粘性5より強い、茶色敬子含む)
A;晴茶色給貧土

Fig.17 2SK0437・2SK0438・2SK0439・2SK0440実測図 (1140)
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2SK似46

H =7 600m 

H=7600m 

冶ミニニ;ょ二云云:::;;-A
1 .;匹色粕質土(粘性~い、 .lt色、灰茶色給予を含む}
2 11 ( 1よりやや粘性あり、灰茶色綾子会む)
3 a膏茶色給貸主{車富士重2と肉じ、黒色・赤茶色純子含む}
A:噌貸業色粕貧土

2SK0451 

。

2SK0449 

H =7.500m 

~守テス フー

H=7.400m 

大~J〈》乙~
2m 

H=7.500m 

H=7.500m 

ーにででて午ι~4 I 

l 鳳茶色粘貧土{粘性弱い、茶色及び1¥色粒子会む)
2 ;炎凧茶色粕貧土(1より粘性強い)
3 .，喜色給量E土(1と粘性向じ、業色粒子多く含む}
4 淡Alt色給貧土{給性2と同じ、茶色絵子含む)
5 精茶色給貧土(2よりやや粘性あり}
A : &膏策色給貧土

@ I ， 
H=7.200m 

~下J
H=7.200m 

民己主ーr~
l 晴鳳1Ti色鮎.土(給性~(&昔'iI'i色徹子含む)
2 11 (給性lと同じで色111よIJ&Iい.灰1Ti色組子多〈含む)
3 11 (1よりやや給性あり、 E富豪色拍手含む}
4 11 (1-3より色が鳳〈、給1主強いι 噂1Ti色fj子含む}
5 噌li色給貧土{給性lと同じ、.色tt子会む)
A:I置費li!:給.土

Fig.19 2SK0446・2SK0449・2SK0451・2SK0452・2SK0453実測図 (1/40)
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Fig.20 2SK0455・2SK0457・2SK0461・2SK0468・2SK0480・2SK0483
2SK0485・2SK0495・2SK0501実測図(1/40)
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H=7.500m 

¥7 

， 
1 

2SK0507 

H=7.500m 

一ーて

。

2m 

l 黒茶色粕貧土(結性やや弱い。暗茶色及び黒色枝子を含む)

2 /1 ( 1よリやや粘性あり.緑色及び灰色総子会む)

3 f富農業色純貧土(1・2より粘性強い)
4 11茶色粕貧土{粘性3と閉じで1、2より色由旬い..1色及び灰色粒子含む}
5 I茶色給貧土(3よリやや粘性弱い.11色及び稽茶色段予を含む)

6 11 (粘性5と同じ、 i色粒子会む}
7 暗黒茶色粕賓土(給性5と同じ、灰色粒子会む)

A:稽茶色給質土

Fig.21 
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そのため、検出時に誤認した可能性は排除できない。

出 r.j.単物は、弥生上持 (発 ・壷 ・器台 .7::jJィ、) ・黒色噂研1.?if道 ・ 石製右孔11J 能~・製品ワ ・ ぶ包丁

(1つは¥L{i産?) ・サヌカイト (簸 ・ドリル ・スクレイパー ・コア・剥片) ・忠lIol1.i(鍛 ・剥片) ・石
英剥g..軽石 ・石があるら

2SK0453 (Fig19) [T13J 

制脊[>(の r~j寄りにあり、 2SK0396に切られている 。 長側12. 1 m ~~Ì. 'I~h 1.2m深さ0.5mをil!1Jり、主制!の)j院

はN-27' -Eである ほ而の中央に南北1.3m束両l.lm深さO.lmの掘り窪めがdめられる u この部分

に木材等でJぷ貼りをしていた可能性が高い

出土遺物は、弥生土器 (琵 ・蛮 ・鉢 ・11:.不明品) ・擬朝鮮系保文上器?斐 .1.1.'，色磨研土器壷 ・紡錘

車 ・砥イ7・4ナヌカイト (スクレイパー ・コア・求IJ片)がある。

2SK0506 (Fig21) [018J 

調1E医のItJ寄りにあり、他の遺構との切り合いはない。長軸I.Om短軸0.9m深さ0.7mを測り、 七軸の}j
位はN-S2 -wである。検出時は小型の)1:I iの可能性も考えたが、底面は透水嶋まで達しておらず、
土坑と判断した合

出仁遺物は、須恵器 (民鎖、hf・片) ・ |二帥~~ (1lll.杯) ・.Ig色仁器 (B椀 .A椀) ・弥生上器 (費-

j守) ・ サヌカイト(鍛 ・ 剥J~-) ・黒曜石剥片がある。

2SK0524 (Fig21・Pla.78・79)[022] 
調査区の中央附近にあり、 2S00702に切られている。長軸2.701慢軸1.9m深さ0.9mとやや大型で、 i: 

軸の方位はN-65
0 -wである。中央部には任0.701深さ0.301の門みがあるほか、北辺中央附近と lii辺東

側に小穴が認められる。この小穴は、 一本削り出しの梯子の痕跡かも知れなし、。

出 1:ill物は、弥生上器(斑 ・帝 ・鉢 ・益 .Jz.脚) ・土製紡錘lli.面千 ・サヌカ イト(鍬 ・スクレイパ
ー・ コア ・剥片) ・黒略行制H-.石英章IJ片 .J'i宮浦j片がある。

2SK0525 (Fig21・Pla.78)[L29] 

調査ばの中央附近にあり、 2SK2094を切っている。長軸2.601純軸1.2m深さ0.501をiRtJ1)、主軸の}jfま

はN-45
0 
-Eである。点辺には棚状の設備を地山削り出しによって形成している。

/-1:1 1:遺物は、弥生土持(斑 ・壷 ・鉢) ・投弾 ・面子 ・粘上塊 ・砥石 ・サヌカイト(鍛 ・スクレイパ
ー ・剥j竹 ・黒曜石剥片 ・イi英剥片 ・片岩求IJn..すり石 ・石がある。

2SK0541 (Fig 19・Pla.50)[N20] 

調査[えの中央附近にあり、 2SK0502を切り、 2S00702に切られている。長軸3.lm短軸1.6mi菜さ0.701

とやや大相で、主軸のん似はN-65
0 -wである。北辺の一部は、 F端の方がi二端よりも拡がっていて

袋状 k坑の痕跡かと思われるが、 他の部分をはる|現り全体的には通常・の長方形の I-}/Cのようである。

出上地物は、弥生上出(郵 ・長 ・?) ・ 投~iii ・ 耐子 ・ 石包 j ・ . サヌカイト(鍬 ・ スクレイパー ・ コ

ア ・剥片) ・黒曜石釣針がある

2SK0552 (Fig23) [P26] 

調査1，>(やや北寄りにあり、 2SK2016を切り 、2SK0422に切られている。長軸4.7m間軸1.401深さ 1.401

と大型で、主1凶の方位はN 320 - E である 。 底面は北からけjへ緩やかに傾斜しており、北端部はr~l，ì

0.9mで・段下がっている。

上島1断I師以|を観察すると、いくつかの大きなまとまりに括ることができる。大分節のVII層は地山の 1:
で土坑 (貯蔵火)使用時人為的に埋められていた可能性がある それ以外は、従来上坑として使用して

いた時の、廃棄や自然開没による堆積と考えられるが、田層は北側からの集中した廃棄した際の堆航で

あろう 。またm層のみに!浪らず、上の堆績は北側に厚く偏っている。このことから、廃棄は主に北側か
ら行われたとみることができる。

出土遺物は、弥生上器(盤 ・蛍 ・葦) ・ 投~i~がある 。

2SK0599 (Fig26) [M25] 

調査区の北寄りにあり、 2$00528に切られている。長軸2.3m傾軸2.201深さ0.601を測り、主軸の)j位

-26-
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⑧ 

H =7 .300m 

2SK0552 
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H =7.700m 

、
¥ 

H=7.600m 

A 

1-1 暗茶織色給貧土 (明黄土色粘土焼を少JI含む)

11-2 &音策茶色土 {土器片を少畳含む)

-3 晴策土色絵興土(1-拘n程度のレンガ色土塊を少盤含むJ

-4 明県掲色土 (1肌-3<m程度のレンガ色土塊を含み、

猷脅と患われる骨片を多貨に含む)

-5 縫黒褐色紘貫主 (多量の土器片を含む}

111-6明茶18e粘貧土 (0.5-3師大のレンガ色土塊を少量E含む}
-7 喝事自色主

IV-8 培貧土色土 {淡黄土色給貧土を少量含む}

-9 砲lMm色土 {きわめて多量の土器片を含む}
V-lO暗黒m色土 (砂貨に近い)

，f-

11-11 稽織渇色粕質二t
Vドロ耳障淡黄土色給貧土 (1M掲色土塊の混入あリ}

VlI-s 淡黄土色土 (&lJi車偏}
A: 淡貫主色粕質土

。 2m 

Fig.22 2SK0541・2SK0542・2SK0552・2SK0540実測図 (1/40)
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Fig.23 2SK0553・2SK0557・2SK0558・2SK0560・2SK0562・2SK0570実測図
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2 淡緑茶色土l

k及ぴ灰茶色ブロックを少し含(; I 
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k灰篠宮主プロックを少し含む J 
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，.色純子及ぴ黒色勉子及び灰~色ブロック1
7 a膏緑色粘貧土( =~~:"::': ::~:.'~:..:;:'~.'. -， ， ) 
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Fig.24 2SK0580・2SK0581・2SK0582・2SK0583・2SK0584実測図 (1/40)
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/黄色粒子を多〈含む 白色組子及び黒色徹子及び1
暗黒策色土(:=~..:...: ~ ~:: '7'. :':"-:::;-:::'-:--:: .~- 1 
1灰茶色プロックを少し含む、給賓が少しある / 
/黄色粒子を多〈含む、白色粒子及び無色粒子及び1

崎県色給質土.f ~:~::7 ~:::~. :::~::'~~~LJ'r~~'AV l 
1灰茶色プロック及び土$片を少し含む / 

/黄色純子を多〈含仁、白色粒子及び賞茶色プロック及び灰茶色プロック1
E膏黒色紡質土l

1及び地山総子及び6cm大の窓患を少し含む 粘賀市匂車い 1 

4 o音糞茶色給貧土 {黒色泊予を少し含む)
S 官官緑茶色粕貧土 (黄色総子を少し含む 地山粒子を多〈含む)

A:淡茶色粘貧土

B:賛茶色粕質土

2 

3 

IJ暗色粒子及び黒色綾子及び灰茶色プロックl;al\茶色土{-:'~.v..!.~V::=:~.:../~~/~mc./ .... "/，  1 
tを少し含む、給性が少しある / 

温黒予震色粘貧土(黄色絵子及び緑色組子及び灰茶色ブロッヲを少し含む)
漫無茶色粘貧土(黄色粧子を少し含む、黄色プロックを多く含む)

/黄色粒子及び黒色粒子及び灰茶色ブロック1
百審緑茶色粘貧土(~~~~'~'::'::~'::~'Jf.V/^J'H~;" - 1/) 

1及び土器片を少し含む / 
暗然色結貧土(黒色粒子及び灰茶色ブロックを少し含む、給貨が強い)

f黄色粒子及び緑色粒子及ぴ貧色ブロック及び 1 
暗褐色治資土(=~~~:::tm~i!"':"~:O_:_: ~~ '.:": .ð.. ~' ¥O音灰茶色プロックを少し含む、土銭片を多〈含む/

/黄色粒子及び無色絵子及び黄色ブロック及び 1 
7 靖無色粕質土(=~.!~'.:tfft~JI. '!LF:，"::'~t=.'.:: ~~ ~'": .6....) 

¥&音灰茶色プロックを少し含む、土$片を多〈含むj
S 暗黒色絵貧土(黄色徹子を少し含む、お質が強い)
A:淡茶色土
B "煎茶色紗貧土

‘，a・内，色、‘
J
-
a
a目

2m  。

2SK0590・2SK0591・2SK0596・2SK0597・2SK0598実測図 (1/40)
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はN-64
0 -wである。平間形状はほぼ円形で、壁は垂直に近い角度で立っている。おそらくは袋状土

坑の上部が削平されたものであろう。底面には小穴が点在するが、その配置に規則性は見いだ.せない。

出土遺物は、弥生土器 (聾・壷・器台 ・鉢) ・凸帯文土器務・サヌカイト (未製品 ・剥片) ・黒曜石

剥片 ・偏平打製石斧がある。

2SK0682 (Fig26) (L32] 

調査区の北寄りにあり、 2SK2095と2SK2096を切っている。長軸2.901短軸0.7mi菜さ0.401を測り、主

軸の方位はN-61
0 -wである。東西に細長い平面形状で、東側約半分は浅い棚状の施設となっている。

棚との境目の下部は、下端が拡がり、棚の下に潜り込むような形状となっている。それ以外は底面と棚

の双方とも平坦で、特段の設備はみられない。

出土遺物は、弥生土器 (饗 ・輩)がある。

2SK0800 (Fig27) [029] 

調査区の北寄りにあり、 2SK2020を切り2SK0434に切られている。長軸4.101短軸2.2mi菜さ0.901の大

型で、主軸の方位はN-66
0 -wである。底面形状はほぼ平坦で、特段に設備も見受けられない。

出土遺物は、弥生土器(聾 ・壷 ・蓋 ・支脚 ・ミニチユア) ・黒色J砦研壷 ・彩文土器壷 ・粘土塊 ・サヌ

カイト剥片 ・黒曜石(壷 ・剥片) ・石がある。

2SK0878 (Fig29・Pla87)[031] 

調査区の東端附近にあり、 2SK2015を切り2SK2011に切られている。長軸2.301短軸1.7m深さ0.601を

測り、主軸の方位はN-47
0 -wである。底面には径1.101採さ0.3mの凹みがある。底商形状は、凹みの

内外ともに概ね平忠で、特段の設備はない。

出土遺物は、弥生土器(菰 ・壷 ・鉢 ・蓋 ・支脚) ・擬朝鮮系無文土器?艶 ・石包丁 ・砥石 ・サヌカイ

ト剥片 ・黒曜石剥片がある。

2SK0909 (Fig29) [P22] 

調査区の中央附近にあり、 2SK2027を切っている。長軸1.401短軸1.301深さ0.701を測り、主軸の方位

はN-64
0 -wである。円形の土坑だが、底面には0.7m四方の方形の深い掘り込みがある。掘削j時に綿

密な土層観察を行っていないため、この掘り込みが別の下層進構となる可能性を否定できない。

出土造物は、弥生土器(聾 ・壷) ・彩文土器輩がある。

2SK0956 (Fig30) [T29] 

諦査区の北寄りの西端附近にあり、 2SK0954に切られている。長軸1.501短軸1.401深さ1.5mを測り、

主軸の方位はN-6S
0 -wである。検出時には井戸の可能性を考えたが、底面が透水層に達しておらず、

土坑と判断した。

出土遺物は、土師器(聾 ・蓋 ・杯 ・鉢 ・ミニチュア) ・弥生土器 (聾・片)がある。

2SK2009 (Fig31) [U11] 

調査区の南寄りの西端にあり、 2SK2010を切っている。長軸2.lm短軸2.1m深さ 1.4mを測り、主軸の

方位はN-69
0 -wである。検出時には井戸の可能性を考えたが、底面が透水層に達しておらず、土坑

と判断した。

出土遺物は、弥生土器 (聾 ・壷 ・蓋 ・脚付鉢) ・サヌカイト剥片 ・石がある。

2SK2013 (Fig31) [E30] 

調査区の北寄り東端にある。長軸3.2m短軸1.9m深さ0.9mのやや大型、主軸の方位はN-390 -Eで

ある。底面は北から南へと緩やかに傾斜するが、特に施設等は認められない。

出土遺物は、弥生土器(聾 ・輩 ・葉 ・斐棺) ・石包丁 ・サヌカイト (ドリル・スクレイパー ・コア ・

剥片) ・黒曜石剥片がある。

2SK2027 (Fig32) [P23] 

調査区の中央附近にあり、 2SK0909・2SK2028・2SK2029に切られている。長軸9.9m短軸2.5m深さ0.401

を測り 、主軸の方位はN-04
0

-Eである。大きな落ち込みと認識している。見方によっては溝状

遺構とも理解されるが、ここでは土坑とした。
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Fig.35 2S12300実測図 (1/80) 
出土造物は、弥生土器 (柴 ・壷 ・饗柑) ・凸帯文土器聾・サヌカイト剥片 ・石がある。

2SK2160 (Fig33) [E29] 

調査区の北寄り東端附近にあり、他の遺構との切り合いはない。長軸3.4m短軸2.301深さ0.7mとやや大

型で、主軸の方位はN-30
0 

- Eである。北側には高さの異なる棚状の施設が2つ認められる。それ以

外の底面は概ね平坦である。

出土遺物は、弥生土器 (護・壷 ・鉢) ・砥石がある。

2SK2180 (Fig34) [E34] 

調査区の北寄りの東端にあり、 2SK218Lを切っている。長軸2.6m短軸1.6m深さ0.9mを測り、主軸の

方{立はN-570 -wである。底面は西から東へと僅かに傾斜し、中央部には底面を横断するように3つ
の楕円形の小穴を連結して摺っている。小穴の深さは0.2m程である。

出土造物は、弥生土器 (聾 ・蓋)がある。

竪穴式住居

ここでは、方形の竪穴のほか、円形の柱穴跡から住居の存在が理解，されるものと、壁小i梓が確認でき
るものを住居跡として報告した。方形の竪穴は主柱穴が確認できないことから、竪穴式住居ではなく竪

穴とすべきかも知れない。調査時の所見として、後者の2例は竪穴式住居が削平されていると基本的に

-41-



理解している。以下、 |リ形 .)j形の )1肢に桜子干する コ なお、 P~J伝住尉の.l.制lの Jj位は、 "1 央土坑があるも

のはその長軸にl在交する万位を主軸の}j1長とし、それ以外のものは径が最大他となる軸を主軸の}j位と

した。 また、 )J形住貯の方位は 1~軸の )J f立を記載した。

2812300 (Fig35・Pla.90)[N31] 

調在区の北寄りのI同端近くににあり、 2S00702・2S00752・2SI0750・2SK0777・2SK805・

2SK0825に切られていて、 2SK0830・2SX2500を切っている。南北佳8.4m点凶径9.0mを測るが、竪穴

の胤Jiは削干されて全く残っていない.したがって、生活Il.Jの床面lも定全に失われていると判断してい

る，

れ穴とおぼしき穴は無数に存伝し、立て倖えが何度も行われたことを示すが、現状では3回以I二の立
て持えを把略することができる また、中央附近には崩れた楕円形の上坑と 2i・fの小穴を認めることが

できる。

出上造物は、弥生 L器 (聾・宙 ・鉢 ・大斐・片) ・サヌカイト (V 1)ル ・スクレイパー・鍛 ，剖
片) ・黒曜行 (鍛・ドリル ・剥J午) ・石英 (スクレイパー) ・片お (剥片)があり、すべて柱穴からの

出土である。弥生土器は図示できないものの、 f色ノ巾式をrll{、に、 -部城ノ越式と忠われるものを含ん

でいる。

2812310 (Fig36・Pla.90)[M30] 
調査区のr-IJ央附近にある。尚北径5.0m東西径5.8mを測り、 2Soo528に切られている
出上遺物は、弥生土持 (壷 ・費 ・片) ・サヌカイト (鍛.l]!iJ片)がある 弥生土器はI刈示できないも

のの、城ノ越式かと思しきものを含んでいる。

2812320 (Fig36) [028] 

凋fモ区の北寄りの西側にある。南北径6.0m東西径6.3mをiJllJり、 2S00694に切られている。
HI上遺物lよ、弥生よ持(謹・世 ・鉢 ・j十) ・サヌカイト (鍛 ・ドリル ・剥J'i) ・氾昭石 (剥Jl) • r¥・

岩 (~J片 ) がある。 弥生t器は凶ぷできないものの、城ノ越式と思しきものが合まれている ，

2812330 (Fig37) [129] 

品査区の中央附近にある。尚北径7.0m点西径7.5mを損1)り、 2S00662・2S00663に切られている

H1 r.遺物は、弥生上器(費 ・者 ・鉢・片) . 1:製紡錘ili..粘土塊 ・サヌカイト(鍛ぷ製品 ・ドリル ・
コア ・剥片)忠l曜石(銑 ・剥Jt)がある 弥生土($:にはfu.ノ甲式や械ノ越式をはじめ、板付E式や須久

H式と思しきものまで合まれている内

2812340 (Fig37) [P12] 

.J.~1t区の巾寄りにある 南北任6.0m点r'q従5.9mを測る。噌小諸:の痕跡が停かに残る
出 j-.遺物は、弥生上掠 (護・蛍・片) ・黒色硲研土器(偏) ・サヌカイト(剥片) ・黒曜石(剥片)

がある。弥生式土器には、体部に危弧文をもっ、板付目式 Utifかと.'&tわれるものが含まれている。

2810606 (Fig38・Pla.89・90)[017] 
訓111:区のrll央附近にあり、 2SI0608を切っている。長lIi!1t6.2m短取1J4.lm深さO.lmを測 り、主制lの万f立は
N-3S

0 -wである
出t遺物は、全体細削時、 I層、 D"留に分かれている。全体制削時およびI層からは、体生土器
(強 ・奄 ・器内 ・片) ・ 土師器(均~) ・サヌカイト(鯨 ・剥Jt) ・ [.~\峨石(鍬 ・ 剥片) ・チャート(剥片)

がある。D~'1からは、体生土器 (聾 ・ 蛍 ・ 鉢 ・ 片 ) ・土製投弾 ・片目 (剥片)がある

2810608 (Fig38. Pla.89・90)[019] 

訓告区の中央附近にあり、 2SI0606に切られ、 2SK0405・2SK0408・2SK0683を切っている 長軸

6.0m縦軸5.1m深さ0.2mを測り、主軸の}J位はN-64 -Eである

出ヒ遺物は、全体制削時、 I府、 D'¥'1に分かれている。全体細目IJ時からは、弥生 I:?i(琵 -d-Ri
杯 ・掠台 ・孟 ・ミニチュア .J j') ・土製紡錘車 ・行製紡錘事 ・石包丁 ・サヌカイト (事j片) ・黒曜石

(鍬 ・事前l片) ・石英(剥片) ・片fi(剥片)があり、弥生上器の聾には丹塗りのものがみられる。I層か
らは、弥生上梓(饗-遜 ・葦 ・117i勾:・2住台 ・鉢 ・片) ・枯じ塊・サヌカイト(ドリル・石刃) .石英

42-
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(剥片) がある 。 日!刊からは、弥生土器 ( ~! .葦・片) ・軽石がある。

2SI0609 (Fig38・Pla.90)[L22] 

調査lベの中央附近にあり、 2SK0394・2SK0580・2SK0581・2S00528に切られている。長軸6.2m短
輸5.7m深さO.lmをi則り、主軸のJj位はN-640 -Eである
出上遺物は、弥'1:.上器 (琵・者 ・片) . t.師器 (盤・壷 ・鉢・)1") ・ If~製 '(i実1) .サスカイト (銑・剥

片)黒脳石(剥片)があるu

2SI0689 (Fig38・Pla.90)[S24] 

調査lベの北寄りにあり、 2SK2037に切られている 長軸4.3m問軸4.2m深さ0.2mを測り、主軸の}Jf立
は1'¥-24 -Eである

出土遺物は、土Olli 持 (斐 ・ ~I"! .高杯・勾;・ 1十) ・弥生土器(斑 ・壷) ・サヌカイ卜 (尖頭お ・スクレ

イパー・剥片) . ~HII描石 (剥片) ・砥むがある。

2SI0750 (Fig38・Pla.90)[Q32] 
調査r~の北西にあり、 2S K0728 ・ 2SK0729に切られ、 2S K 2085 を切 っている 。 また下層迫榊には、

2SK2072・2SK2073・2SK2074・2SK2075・2SK2076・2SK207がある 長制14.9m短軸3.7m深さ

O.2mを測り、主軸の}j位はN-27" -Eである

出仁造物は 、 弥生上時 (聾 ・ 宙・蓋・~~台 ・ ミニチュア椀. Ji') ・サヌカイト (剥片) ・忠sil!石 (剥

jれがある。

2S12350 (Fig38) [L26] 
調査1.>(の巾央附近にあり、 2S00528・2SK0667に切られ、 2SK0857・2SK0618を切っている J 深さ

O.lm残存する辺は2.6mを祖1)1)、主軸の)jf立はN-26
0 -wである 出上泣物は認められなかった.

墓場

木桁~と琵棺g・を時認している いずれも調査~:の北東よりで検出した 以下、本相基 ・ 塑~ngの順

に報告する。

2ST0612 (Fig39・Pla.91)[130] 

調査IIの北寄り~側にあり、他の遺構との切り合いはないc 民軸2. lm知市1I0.5m深さ 0.2mを測り、主軸

の方位はN_720 Eである 長軸側の両端は、小円板の外側まで堀方が拡がり、この部分の子商形態

は楕円形に近い隅九H形状となる。付する東端は、やはり小n板の外側に拡がるが一段浅い棚状となり、
何側とは様相を呉.にしている 底面の壁I~祭にはI幅約8cm深さ約5cmの小樽がめぐり、この小構は 1経穴住居

にみられる壁小構と向様の形態である 側舷を立てた痕跡、あるいは、組1)阪を間定するための設備であ

ろう。底l面はほぼ'1"jf!であるが、中央部よりも長軸側両端の}jが若干ドかつており、断面形状は吋なり

にかるく反ったように見える。 短軸側は北illl)が南側よりも若 ffl~ く、僅かに傾斜している 。

出上遺物は、土自rli器 (皿) ・弥生土器(翌・蛍) ・サヌカイト (剥片) ・黒曜行(剥片)があるが、

いずれも小片のため例示し得ない

2ST2117 (Fig39) [132] 

調査皮の北寄り*側にあり、 2SD0662に切られ、 2SK2J18を切っている。長軸1.8m短軸O.6m深さ

O.2mを測り、主軸のJJ位はN-190 -wである"2ST0612と典.なり、平1(li形態はほぼ完全な長Jj形を呈
する。 応閣の壁際には2ST061 2 と同線に、竪穴住J，lrの暗/J、構状の幅約5cmi~さ約8cmの小i障がめぐる 。 や

はり、側舷を立てた痕跡、あるいは側板を同定するための設備であろう 底面は2ST0612に比べ、やや

凹凸が見られるものの概ね平間である。短軸側では底l師の傾斜は殆ど認められないが、長軸側では北が

若干低くなっており、南から北へ緩やかに傾斜している。

出土遺物は、弥生ヒ器(聾 ・資) ・サヌカイ卜 (剥jりがある

2ST0879 (Fig40・Pla.92・93)[E35] 
護棺h~である 。 品交区の北京にあり、 2SK2193 ・ 2SK2 191 を切っている 。 掘 )j・は、長軸2.0m短剥l

i刀ni菜さO.2mを測り、棺体の主軸方位はN-48
0 -wである 柑体の塊非角度は、政作状態が定:く明確

46 
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Fig.39 2ST0612・2S12117実測図 (1/30)
でないが、約10'の傾斜で F盟側が下がるようである

t1¥士遺物は、聾相の棉体のほかに弥生土器 (笠.~) ・サヌカイト (剥片) ・黒町石 (剥片) . fil¥行

かある

2ST0880 (Fig40) [D35] 

3話相幕である 。 調査|足の北京にあり、 2SK219 1 を切 っ ている 。 堀 }j は、 i長物112.3m :短i~lI1.3m探さ 0.411】

をilllJり、棺体の主軸}f11I:はN-830 -Eである。的体の瑚葬角度は、残存状態が恋く明確でないが、や
や艶底部側カ?下がるようであるが、ほほ水平であると忠われる。
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Fig.42 2ST0613実演~1iI (1/30) 
III上泣物11 . 翌H白の総体のほかに弥生J:~ (発 ・哨1) ・サヌカイト(鍛)があるι

2ST2000 (Fig41) [G3η 
銭高;'!}\\;‘である 。 .凋1f.11のJヒ点にあり、 2S02225を切っている 。 似 )jl1 、 f~納2.7mW.純2.6mì軍さ0.601

をiJlIJ旬 、総体の主制jjf止は?ぜ由5'. 田 wである。給休の刻l.W-1111主ri、P長({状態カ勺!f:<判然としなも、。
11¥1:造物は、務総の十自体のほかに弥生上総(焚) .IilHjがある

2ST2503 (Fig41・Pla.93)(G361 
発+n%1:である。 ~~:脊 i互の~tJI!にあり、 2SK2095に切られている 。 iÃl!11 r止、長輪2.1川知事k1.2mi:f<き
0.5rnを測り、十lH事のTソ耐えif立はN-87'-Eである。ただし、j{(118 (;1深さが1.0mある。総体の型114f.角度
i止、 1~f{;{ktßiが悲< 1!Ij礁でないが、 lirま水子であろう

m上造物は、郷町{のt1'r休のほかに~'1J\'1-=.士総 (笠 ・.j，(J .サヌカイト{剥1¥.)がある。

2ST0613 (Fig42・Pla.94)(1311 

石事}状3世間tである。J鴎資|互のJヒより中央附近にあり 、2S0(l66Jに切られている。長袖2.501"'1紬1.2111深
さO.4mを湖り 、jミ幅bのJJf主liN-46'-wである。{j長検出l時には訂正t1:減主主ではないかと47えi純資を
准めたが、干{立誌の下部には~減と認めf・3るほどの施設は俗認でさなかった。 わずかに側0.4川氏さ 2.0町、深

さO.lmの揃り込みを錐必したのみである。その予lui形状{立、 2つの i二枕を泌で緩絞したようであるが、

術論の上坑様の部分でもi事さは0.2111でしかなl'0 
この治f1q I;l:ィ、 IVJii'H~として扱うべきかとも」まえたが. :tJをなi践した 1/11造物と判断し 、 一こ の吸で級官ーす

る，ふれについては、小結でIヰ;治したい。
UI J..i遺物 rJ. 、弥生r.~1f (~ .蛍 ・鉢}がある

-50-
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周溝状遺構

調査区の陶よりで、 2)島確認している，くずれた民)5形のものと隅九)5形のものがある。

2SX0371 (Fig.43. Pla.95・96・97)[R9] 
調査区の南寄りにあり、2SK0420・2SK0423・2SK0467を切っている(1.毛a袖4.8m短軸4.6m深さ0.2m

を測る略方形のもので、民軸輸の方位はN-OI Eである。

出上造物は、弥生上~~ (餐 ・壷) ・サヌカイト (鉱・剥片) ・黒曜石 (鉱・剥片) ・石包丁がある内

2SX0389 (Fig.43・Pla.98)[R4] 

調査区の南端附近にあり、 2SK0301・2SK0309・2SK033Jに切られていて、 2SK0461・2S00932を

切っている。長調1J7.0m録制14.0m深さO.lmを測る附長)i形のものであるが、民辺の'11税で鈎型にずれてい

る。その傾向は*辺で顕著である。また、民d泊料!の)jf立はN-240 - Eである
出土造物は、弥生1:搭 (斑)がある

溝状遺構

周溝状遺構以外のi砕状遺構を報告する。調査民"1棺の大溝とそれ以外の'11小規校ーのものがある。
2S00362 (Fig.44・Pla.99・100)[P15] 
調査区のややl事I寄りにある大溝である。当初、 rl"崎の館跡を囲む版画榊かとも考えたが、東11!1Jで.in摘
が途切れて連続性がはられない点や、西側のj凪1111部が企l同性に乏しいことから5JIjの用途を考えたい。Ju¥

rlll部から東側は23mの良さを測るが、南側は7mが調査区内であるものの人:'~f~は調査区外で、あると考えら

れる。断面形状は逆台形で、深さは0.7mを測る 市北部分の略方位はN-75
0 -wである。

出土造物は、須忠器 (艶・壷 ・鉢) ・上師器 (皿・椀 ・片) ・瓦器 {椀) .，'f磁 (竜泉窯系碗) ・弥

生上器 (饗 ・壷・鉢・片) ・上製品 (粘上塊) ・!告製石剣 ・サヌカイト (鍬 ・尖頭器 ・錐・スクレイパ

ー ・剥片) ・黒昭石 (鍛 ・ドリル ・事j片) .石英 (制l片) ・片岩 (剥片) ・イ[鋒 ・行台 ・チャート (不
明品 ・剥片) ・炭がある

2S00528 (Fig.44) [L 15] 
調査区の中央を I~j北ににJじる講で、略方位は N -27

0 

- Eである。|幅7.5m深さO.3mを測り、 |折面形状

は略逆台形を呈する。

出土造物は、 し ~lli 持 (鑓 ・ 壷 ・ 鉢) ・ 弥生 1: 桜 (費 ・ 壷 ・ 鉢 ・ 高杯 • ~:itì .腕 ・文脚 ・ミニチュア ・
片) ・投弾 ・石包r・栴製打剣 ・サヌカイト (:{I桧・スクレイパー・ドリル・剥片) ・黒曜石 (鍛 ・剥
片) ・砥石 ・石製紡錘iド・砥石・石英 (剥片) ・片お (剥片) ・叩き行・!日lみイi. :0錘がある。

2S00661 (Fig.238) [K26] 

調査区の中央附近を市北に走る溝で、略万{立はN-42
0 

- Eである。撹乱をはさんで北側の2S00662

あるいは2SD0663の延民部分かと思われれるが決め千を欠く 。幅0.7m深さO.3mを測り、断面形状はU1:

形を宝する。

出土遺物は、弥生上?~ (護 ・片) ・サヌカイト (剥Ji-)があるが、いずれも小J1-のため図化できない。

2S00662 (Fig.238) [J27] 

調査区の中央附近をけj北に走る講で、略方!なはN 43< -Eである。ほぽ1ド行して走る2S00663を切

っている。幅0.7m深さ0.3mを測り、断面形状はU字形を呈する。

出上遺物は、弥生と?~ (聾 ・壷 ・片) ・サヌカイト (剥片)黒曜石 (ィ;抜)がある。黒日程6の干1核を

写点で報告する以外は、いずれも小片のため凶化できないp

2S00663 (Fig44) (J28] 

調査区の中央附近を南北に定る講で、略}j位はN-36
0

- Eである。ほほ平行して定る2S00662に切

られている。幅7.001深さO.2mを測り、断面形状は略逆台形を呈する。

出上遺物は、上師~if (聾) ・ 弥生土器 (琵 ・ ~Jt{ ・ /i. 高杯 ・ 片) ・サヌカイト (鎌 ・事j片) ・黒附行

(剥片) ・チャート (剥Ji・) ・片岩 (剥片)かある
52-
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Fig.44 溝状遺構断面実測図 (1/40)

2S00694 (Fig44) [S25] 

調査区の調査医の西端を南北にに走る構で、略}jf立はN-38
0
- Eである。幅0.501深さ0.3mを測り、

断面形状は略逆台形を呈する，

出土遺物は、体生上器(琵 ・片) ・4十ヌカイ卜 (鉱 ・剥片)がある。

2S00695 (Fig44) [S25] 

調査区のほぼq.央附近の阿端近くで北西から|十nlミに走る講で、ほほ中央で屈曲する。略方位は北学部
でN-09

0 -w、南半部でN-350 -wである 他の遺構との切り合い関係は、 25J0688に切られ
2SK2038を切っている。 幅0.3m深さO. lmを測り、断面形状は略逆台}f~を呈する 。

出土造物は、上師器 (聾 .'11t( .高杯 ・片) ・弥生 k器 (片) ・4}"ヌカイト (剥片) ・黒曜石(剥片)

砥石がある。

2S00702 (Fig.44) [025J 

調査区の中央部を南北に走る構で、略方位はN-19--Eである 切り合い関係にある遺構のいずれ

よりも新しい遺構である 制0.5m深さ0.2mをiJIIJり、断面形状は逆台形を呈する

出土遺物は、 土師器 (杯01鉢・片) ・弥生上掠 (聾 ・壷 ・片) ・サヌカイト (鍛 ・剥片) ・黒曜石

(事u片)がある。

2S00752 (Fig.44) [P13] 
調査区の北から南へ走る棋で、略万位はN-19 -Eである 幅O.4m深さO.lmをiU1Jり、断面形状は逆

台形を呈する 2Soo702の延長部分と考えられる

出土遺物は、黒鴫石 (示IJJi-)がある
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2800749 (Fig.44) [R35] 

調先区の北西側を斜めhiI:1Jに走る満:で、略)jf伝はN-570 - Eである。2SK0744・2SK0746を切って
いる。帽0.6m深さ0.2mをil!1]り、断面形状は逆fi)杉を日する。
出上遺物は、弥生L持 (琵 ・壷 ・片) ・サヌカイト (ド1))レ ・剥片) ・!日lI?t'1i(求IJ片)がある。

2800757 (Fig.44) [R33] 

調査区の北西隅をIfj北にS00749と平行して定る摘で、略方位はN-56 . Eである。幅O.4m深さO.lm

を測り、断面形状は崩れた逆台形を呈する この禍と2SD0758のいずれかが、 2SD0694の延長部分にあ

たると考えられるが、決め手を欠く 。

出土造物は、弥生上総 (鴛 ・壷) ・サヌカイト (剥片)がある。

2800758 (Fig.44) [R34] 

調査区の北西隅を南北に点るi停で、略}jf立はN 400 - Eである。2S00757に切られている。l隔O.4m

深さO.lmを測り、断1"1形状は崩れた逆台形を苫する この講と2$00757のいずれかが、 2SD0694の延長

部分にあたると考えられる《決め手を欠くものの、こちらの構の方が可能性がI旬いかe

出土遺物は、弥ll'.仁器 (費 ・壷)がある d

2800764 (Fig.237) [N35] 

調査区の北端から l拘ーに JÌ~ る滑で、 略方位 lま N 04 Wである。幅O.4m深さ0.201を測り 、断面形状は
略逆台形を呈する。2S00874の延長部分と考えてよい。

出土遺物は 、 弥生式I:r.~ (聾 ・蛮) ・i替製石斧 ・サヌカ イト(剥片) • !nllifiィi(剥j十)がある。弥生
ヒ器は亀ノ甲式とみられる。

2800874 (Fig.44) [J30] 

調査区の中央北側を北西から南東に走る慌で、略)i位はN-1tO -Wである 切り合い関係にあるす
べての遺構を切っている 幅0.401深さ0.2mをi則り、断面形状は略逆台形を a立寸る 2SD2007はこのj訪の

延長部分か。

出土遺物は、サヌカイト(鍛 ・剥片) ・黒崎Ui(鍛 ・剥Jt)があるが、 1:絡は認められなかった。

2800932 (Fig.44) [85] 

調査区の南西隅に位慨する北聞から南西に走るi昨で、 略方{立はN-230 Wである。幅0.3m深さ0.2m
を j則り、断面形;I~は目指逆向形を宅する。

出土遺物は、弥生上2~ (琵)がある。

H=7.500m 

。 1m 

Fig.45 2SX2500実測図 (1/20)

2802007 (Fig.238) [851 

凋1f1乏の北東に位置する l軒北に定る溝で、略方{立は

N _10
0 

- Eである。幅O.4m深さO.2mを測り 、|祈面形
状は略逆台形を呈する(2S00874の延長か。

II't 1-:遺物は、黒色土器A.祢仕 上掠がある

石組み炉

1 )，去のみ確認したら検出時には地山に火を受けた小行

がめり込んでいるかのような状況であった 念入りに梢

査したところ、掘り方をは認した。周辺でも石組み炉が

ないか、 一定注意をしていたが、残念ながら検出できな

かった。

28X2500 (Fig.45・Pla100)[N31] 
調査区の北側西寄りにあり、、ド面形態は崩れた長応形

を11する。規模は、長軸O.7m短軸O.5m深さO.lmを測り、
民軸の万位は~-23

0 

- Eである 出上遺物は認められ

なかった
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Fig.46 2S80601・2S80762実測図 (1/40) 
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井戸

井戸と思しき遺構は教法検問したが、ほとんどは揃り込みが透水閉まで達しておらず井戸とは認め雌

い。その寸lで、述;j(J，'1まで述している I基のみを)I:} iとして報告する t これ以外のものは、上坑のll'lで

報告した。

2SE0668 (Fig.238) [J26] 

調査区の中央附近にあり、 2SK0699を切っている 径0.9m深さ I.OmをiUIJる。政商は砂地である

出上遺物は、須忠~~ (護・杯) ・土師器 (杯、) ・弥生上器 (聾・高杯)がある。

掘立柱建物

今回の調査では多数の小穴を確認したが、調任現地で建物と認識できたものはない。したがって、こ

こで報告する 2 例は、蛙周作業および本書の刊行明備作業中に図 tで彼Jt を ~Tったのみであることを f

解されたい。

2S80601 (Fig.46) [R23] 

調査区の中央部西端にあるが、切り合い関係は明確でない。柱穴の深さは概ねO.2mで、柱聞はlii北

2.5m東西2.5mである。 E紬の方位はN-25 -Eである。

出土造物は、弥生上器(聾 ・壷 ・片) ・サヌカイト(鍛・剥片)がある。

2S80762 (Fig.46) [P35] 

調査区の北部にあり、 2SK0754に切られている。住穴の深さは概ねO.4mで、柱聞は南北2.6m!RI'可
2.4mである。主軸の}j位はN-43

0

- Eである。

出土遺物は、弥生上~~ (奇・片) ・サヌカイト(鎌 ・剥片)がある。

その他の遺構

建物として認知できなかった柱穴 ・不明遺構のうち、出土造物を図示できたものを報告する。

2SP0308[R3] (Fig.238) 
任0.5m深さ0.2mである。111-1::.遺物は、弥生 !こ器(梨 ・者) ・サヌカイト(スクレイパー)がある。

2SP0373[011] (Fig.238) 
径0.3m深さ 0.3mである 。 出土遺物は、弥生 L{t~ (鑓 ・壷) ・サヌカイト(鉱・剥片)がある。

2SP0698[L 16] (Fig.238) 
筏0.5m深さ0.5mである。出土遺物は、凸帝文上器 (斐) ・弥生土器 (発・片) ・サヌカイト (剥

片) ・黒曜石(剥片) ・片沼 (剥片)がある

2SP0705[P28] (Fig.238) 
径O.6m深さ0.4mである。出上遺物は、弥生上待(箆・輩・蓋) ・サヌカイト(スクレイパー ・剥片)

がある。

2SP0708[R27] (Fig.238) 
径0.3m深さO.2mである。出上遺物は、凸帯文仁6W.(鑓) ・サヌカイト(銑 ・剥什)がある。

2SP0846[R31] (Fig.238) 
径O.5m深さ O.2mである 。 出上遺物は、弥生上~~ (翌・片) ・黒曜石 (鍬・剥jりがある。

2SP2219[E38] (Fig.238) 
径0.3m深さ0.2mである ，出土遺物は、弥生七捺(片) ・石包丁転用の砥石・ ~nlll~石(剥片)がある。

2SX2220[E38] (Fig.238) 
東西2.2m南北0.601深さ0.6mである。出土遺物は、，111都文土器(饗)がある。
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3.出土遺物

今[n[の調査では、現地での発掘調告終了時でパンコンテナー219箱分の遺物がIHl: した 。 しかも J5~誕

1:坑を中心に、出上した上加が比較的高い割合いで彼元あるいは図上復元が可能なものであり、破片資

干|は大半の報告を断念せきるを符なかった。石器も膨大な数にのぼり、ぷ製品及び剥g・を中心に図示を

見送ったものが多数存在する このことを前提に、本Aを理解されるようお願いしたい
なお、本書での倒々のjf!物の報告は、原則として4>:項ぷ尾の一覧表によっている その tで、特徴の

ある造物や、まとまりが見られる遺物などについて本文で解説を行っている。したがって、本文に記載

がなく 一覧表にのみ掲載された遺物が大半であることを注窓されたい。

七~~の中に擬朝鮮系慨文 |二協としたものがあるが、現実には弥生土器とほとんど区別がつかないもの

も合んでいる。本件では、 1J縁部の粘土帯の貼付け痕が明瞭に残り体許1)がjしみをfifぴて膨らむ等の特徴
をもって擬朝鮮系無文よ25とした。朝鮮半島の無丈 1:侍との比較、当地での弥生 1:器化の過程と属性の
検dを詳細に行ったJてで判定している訳ではない

石器は、可能な限り推定される石材の産地を ー見点に記載した。石材産地は、サヌカイトが多久 (佐

賀県多久市) .多久以外 (産地不明)を、黒昭行か腰岳 (佐賀県伊万宅市) ・阿保 (熊本県一の宮

町) ・姫島観音崎 (大分県姫島村) ・椎葉JII(佐賀県賭野町)を、玄武告が今lLl(制岡県福岡市)を想
定して肉眼での観察で医分した。なお、姫島観汗崎躍の黒曜石は確認できなかった《また、柱状片刃石

斧等に使用されている納板持は産地が全く特定できなし、。筑後市およびその近郊ではかけないものであ

ることだけは確実なようである。(註1)

以ド、出土した遺構1JJ~に報告する 。

2SK0300出土遺物 (Fig.47・Pla.101)

~の資料のうち、 3の外J底面には初圧痕が 2 ケ所認められる。 10には外底面iに爪によるものではない

かと思われる庄痕が2ケ所認められる。16は壷であるか、口縁端部外面を肥fl，J:させている。斐・壷のい

ずれも、粘土の接合状況が観察できるものは内傾接合である

2SK0302出土遺物 (Fig.49・Pla.101)

41ま強の口縁部であるが、11械部の形状に特徴がある。r1縁部の貼付けl円併を ì\~ く外五に引き延ばし 、

内面側も内側につまみ出している。その結果、 11縁部の断面形状は鍬先状ともいえるものとなっている。

もちろん、須久式に代去される鍬先状口縁とは趣が異なる。8と9は壷であるが、 l'lJ一個体の可能性があ
る。11はI層出土の'dEであるが、非常に器壁がiJ.JいのがUをひく。16はE府出仁の護であるが、外面だ

けを見ると恰も如窓形rl緑かと見まがうものである 断面を観察すると、貼付け(11'~iの下端を非常に滑

らかに整形しているものであることが理解できる 17も同じく E層からの出上である 濯の口縁端部に

細かい刻目を施している。質 .1官のいずれも、粘上の接合状況が観察できるものは内傾接合である。

2SK0303出土遺物 (Fig.50・Pla.101)

lは艶であるが、 2SK0302山上のの4に近い断耐形状を持つ。ただし、内側のつまみ出しは明瞭でない。

5は日府出土の聾であるが、 lと同様の器形である 3、粘上の接合状況が観察できるいずれの饗も、|人Jf頃

嬢合である。

2SK0304出土遺物 (Fig.51. Pla.1 01) 
7は斐の口縁部である 一見貼付け凸帝状に見えるが、口縁部できつく凪Ittlさせて口縁端部に刻日を

施している

2SK0306出土遺物 (Fig.51・Pla.101・102・141) 

8は半裁時に出ょした却であるが、大きくひらくしl械部が目をひく 。外反した11縁部の端部を僅かに

|付湾させている 。 9は l iiJ じく、ド政時に出土した誕のJ/~lrl)である 。 底部が張り山し、 (II (惰文土器の面影を

残す。14はI層出上の塑であるが、口縁部が特徴的である。口縁部は一度外反させた上部を内側に折り

返して肥厚させている，口総端部と胴部凸帯に浅い刻日を施す_15も半裁時にIlU:した楚であるが、如
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立形に外反したr1紘端部の IflÎ ド端に刻 11 を肱す。 似付 E式上協と同様の情ijiである 。 24は 日 !国 II~ 1の聾

底部であるが、外h'f.I(IIに籾艇が2ないし3ケ所認められる。中央に近し、 lケ所は判然とない。また、胸

部への立ち上がりが九みを惜ひでおり、擬朝鮮系難文t器かとも思われるが確証に欠< 29は日府出土
の擬朝鮮系無文土器と思われれる資料である 土認の法量に比して器壁がりし、。口紋部は粘土組を貼付

けて，I1I':f;'とし、実IJ11を施すが、 1111帯は村上最frの形状をよく留めている 体行11は口縁部i任ドで備かに膨ら
み、九みを情ぴる 鷲 ・奮のいずれも、仇Lの盛合机況か官服できるものは内傾接合である

2SK0307出土遺物 (Fig.52・53・Pla.102・141) 

2は品1，板riを力11ムした備予}J()J石斧である 加工はγ寧で、刀古Ijも体政よくつくられている 27は血
層出との盤である [ 1縁部はー見貼付け凸怖かと弘まがフが、強〈屈曲させて整形されている‘制部凸

帝から上位が肥厚するが、 粘土の貼り足しは見られず段斐とは成形技法が民なる。 2~は田!持出 Lの斐底

部であるが、中実台をもつものである。鋸 ・壷のいずれも、相， 1:の接合状況が観察できるものは内傾接

合である‘

2SK0309出土遺物 (Fig.54・55・Pla.102・141) 

11はp持出土の却である。刷部に2条の!日l帯が巡る‘胴部rll';r~'から上位は枯上を l!tj り足して11巴仰させ

るが、脳部凸帯から下位と器慢に大きな泣いはみられな1.¥-偽造上は段うをと同じであるが、形態的な面

から通常の聾としたい。12は日間出土の笠であるが、擬朝鮮系無文土器の可能性がある。n縁部門帯は
粘土紐の形状をよく閉めている。16・17・20もはIVJ回出土の鋸であるが、挺朝鮮系紙文ヒ器と思われる。

いずれも f l縁部門前が粘土紐の形状をよく留ており、体部はtU~i鴇直下で{lli:かに膨らんで九みを1i7びる 。

聾 ・蛍のいずれも、粘土の媛合状況が観察できるものは内傾接合である 32はV層からの出 j-で、携帯

用の砥石と思われる。

2SK0314出土遺物 (Fig.58・Pla.103)

26は I 府出土の世である。 同銅壷であるが、頚部から上位が非常に短く?~形は無頚慌に近い

2SK0316出土遺物 (Fig.60・Pla.103)

2は聾である。 11縁部と胸部に各 l 条の門帯を持つが、 n~ま部のものは貼付けであるか折曲げによる

ものか判然としない 体部川、kの内面に L兵痕が顕符である ，梨 ・壷のいずれも、結 tの接合状況が観

察できるものは内傾佐合である。

2SK0317出土遺物 (Fig.61・Pla.l03)

4は鉢体部の小片ではないかと思われるが、断面 1角形のrl';Wを円形に貼付けている 器面も了寧に
ナデてあり、縄文 1:持の精製品あるいは下村I製品を忠わせるイt1-.げである l

2SK0330出土遺物 (Fig.62・Pla.103・141) 

4は翌であるが、成部に中突の台がつくものである 台と体部の接点は絞り込んであり、も っとも窄

まった部分に三角川怖が1条巡る。凸'貯に去J]13は認められない。粘上のJ妥合は内傾接合である 7も4と
|司様の形状の斐底部の資料である

2SK0331出土遺物 (Fig.63• Pla.l04・141) 
4は郵の口縁部であるが、胸部の凸帯が3条巡るものである ω ただし、刷耳目凸怖の以上位のものは円

紘部凸慌の下位のものとすべきかもしれなし、。l2は益である 法誌からして、小型'ill{と組み合わせたも

のと推察される 円縁部近くに 2つの穴か 1組にして穿たれ、紐等を過してあったことが知れる 矛対辺

を欠損しているため、穴が2キILあったかとうかは判然としなし、。なお、穿イしは焼成前である。

2SK0332出土遺物 (Fig.64・Pla.104)

4は費であるが、 I1縁部に特徴がある。ごく小さな鍬先状とでも表現すべき形状である。この頒型は

他の遺榊では見当たらない。

2SK0334出土遺物 (Fig.65・Pla.104)

4は聾j建部である，外底面に初庄痕がlつ残る 5は擬朝鮮系無文土器である 口械部に粘上手ilrの形状

をよく{'{{めた凸存?を イ1・し 、イ本音1Iは膨らんでlしみを '~Îiびる 。 口林市)I，'I Fの体制iは粘土をU，Jj付けてJJ巴P7-させ、
段翌の成形技法に似る。
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段却の!制作J支i.tに似る

2SK0337出土遺物 (Fig.66・Pla.104)

51よ挺朝鮮系!弘文上25である。口縁部に粘上半alの形状をよく留めた凸慌Jを有し、体部は膨らんで九み
を情びる。

2SK0350出土遺物 (Fig.69・Pla.105)

3は1.';11H Jの型体部である 外面に籾圧痕が残る

2SK0355出土遺物 (Fig.70・Pla.105・142)

l は~の !IH却であゐ 小さな鍬先状の形態をしている。休部は丸みをfiYびて膨らんでいるようであ
るn 合Ifliをナデ凋幣によっているの

2SK0357出土遺物 (Fig.77・P!a.106)

lは鷲である 比較的大型のもので、円縁部と胴部に l 条づっ~，J，付 tU '1 イiYが巡る 。 また、 2 条の，ll.帯

のIIljには 1:弦形のl"j'Hiを貼付けていて、3ケ所に残存する。恐らくはせ:間隔で4ケ所にあったと考えら

れる すべての IJldWにお~13 が施されている 。 京九州のド城式に、"*袋詰Is ，'t，.m と胴部凸帯を縦に接続する

刻11，，~怖を持つものがあるが、本資料のように上弦j隠の刻 lI l"什;:が貼り f.J くものは類例を知らないι 特

殊なflJ途の 1:おか。

2SK0360出土遺物 (Fig.73・Pla.142)

2は縦砲のイi匙である 完形品と恩われるが明確でなL、。多久摩のサヌカイトを使用している。

2SK0360出土遺物 (Fig.76106) 

51ま府製の4"i'F-g刀石斧である 石材はi尼岩で、 r寧に研Irしている 7は小型の鉢であるn 手づくね
風のっくりで、ミニチュアの範鴎に入るかも知れない

2SK0391出土遺物 (Fig.79・Pla.106・107)

lは琵であるが、 in:線的tこ聞く体部を特酸とする 4は如意形!1縁の琵であるが、 n禄端部下端に刻口
を施しており板付H式に共通する特徴を有する 6は小理!の可官であるが、胴部最大径が胴部中央附近と

なっている !夜間iは円盤接合がみられ、形態的には占い安ょが伐る。外J底1mに籾圧痕が1ケ所認められ
る，7 も小JTAの慌であるが、 JI~J部最大径が6に比してやや上位にある 。 8は巾摺の責で、体部外部には垂

弧丈が施されている

2SK0396出土遺物 (Fig.80・Pla.107)

I .2はr1 縁日I~ に小 さな刻目 円借.を貼付けたき避である 。 l は体部 iオIS外IÚÎに粘土を貼り足してJJ~J享させ

ていて、 |訴 l(Ji榊造は段艶に似る。 5は大型の者である 。 11 紙rj;ISの外l市に*~ 1:をP.M.jけて肥厚させていて、
形態的には，Iiい要点が凡られる

2SK0399出土遺物 (Fig.81・Pla.107)

4はう担の岐部である 外底面に籾圧痕がiケ所認められる

2SK0402出土遺物 (Fig.82. Pla.107・108・142)

3・5は聾であるが、体部内面に工具痕が明瞭に認められる

2SK0405出土遺物 (Fig.83・P!a.108・142)

4は必である、頭部が大きく内傾し、口縁部は大きく外反する 6は吏である 口縁部と胴部に凸帝が

i条づっ巡るが、 U縁部凸帯の接合技法に特徴がある 外面の品川、主に貼付けた後、口縁部端の上面に

被せるように粘 lを引き延ばして接合させている ，8も質であるが、体部の上位内面に粘土を貼り足し

ている この迫憎から出土した斐 ・壷の内、粘土の接合状況が昨dできるものは全て内傾接合であったー

2SK0418出土遺物 (Fig.85. Pla.109・143)

lはIJ.吋m1-.のなi忠路地である。頚部から上位は全て打ち欠かれている。4. 5はいずれも 日明出土の
よ附23の小別九成伝であるカえ口縁部が打ち欠かれている さらに5は、ぷI't通ながら体部も若手孔 しょ
とした糊;が必められる，)なお、 4は手づくね風の外観を止する。

2SK0423出土遺物 (Fig.87・88・89・Pla.109・110・143・160)

2は盟であるが、 ln線的に聞く体部を特徴とする。6は粘板討を加 1:した柱状片・刃石斧の細片ではない

かと思われる，このfi材は、筑後市近郊では見かけないものである 20・21は、ともにV層出上の費庇
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部であるが、外底部に籾圧痕が認められる。20は1ケ所、 21は明瞭なもの2ケ所と不明瞭なもの lケ所

がある。31はVI/荷出上の小型の輩であるが、胴部最大援が胸部の中特にある類型である。比較的古い形

態を践しているといえる。この.遺構から出土した護 ・壷のうち、粘土の暖合状況が確認できるものは全

て内傾接合であった。

2SK0431出土遺物 (Fig.93・Pla.111・156)

lは大型の磨製石織である 秀逸な製品であるが、片脚を欠損している。2は凸帝文上器の饗である。

胴部での屈[11]が明瞭であるが、口縁部の刻日凸帯を省略している。

2SK0433出土遺物 (Fig.94. Pla.111) 

4は小型の鎮である。 非常に簡潔な器形をしていて、~~帯や刻日は ー切施されなL 、 。

2SK0434出土遺物 (Fig.95・96. Pla.111・143)

7は壷である。策部下位に紺]かい斜格子文を施している。8・9は聾の底部である それぞれに 1ケ所

ずつ籾庄痕が認められる。

2SK0435出土遺物 (Fig.97・98・Pla.112)

2は半裁時出土の聾である.口縁部と胴部に 1条づっ刻目 1"J1Wを巡らすが、円縁官官の凸帝が非常に小
さいのが特徴的である。3はV精出上の凸帯文土器の発であるω 比較的深い去IJ目が印象的である 5は刊

層出土の饗であるが、口縁部と胴部に2条ずつ京IJ目凸帝が巡るものである。6も四層出土の讃であるが、

内湾するμ縁部に刻目凸帯を貼付けた形態が日をひく。内閣下位には工具痕も残る。9は咽暗からの出

土で、ここでは聾としたが、鉢とすべきかもしれない。15はX層出土の聾であるが、この遺構から出土

した弥生土器のうち、唯一外傾接合によるものである。ただし、器形は内傾接合の讃と大差ない。15以

外の弥生土器で粘土の接合状況が確認できたものは、例外なく内傾接合であった。

2SK0436出土遺物 (Fig.99・Pla.112・113・157・162)

l は玄武岩製の磨製石斧である。刀部は鋭利ではなく、丸みを帯びている 比較的柔らかい樹木の伐

採用か。2・3は壷であるが、いずれも口縁部外面に粘土を附り足している。しかし、肥厚させる意識に

乏しく、外見上は新しい類型と同様の器形である。

2SK0437出土遺物 (Fig.100・Pla.113・143)

l は小型の翌であろう。内湾する口縁部に刻日を施している。体音1)外聞には下弦形の重弧文と思しき

施文がある。現存で2単位認められる。2は聾であろうが、鉢かもしれない。胴部凸帝の処で大きく屈

曲し、その上位をすi~上貼り足しでJJ~厚させる段聾様のものである。 口縁部と IJ阿部の凸帯は、ともに刻臼

を胞さないものである。5は小型の識で、外反させた口縁部端部に刻日を施す。外底面には籾圧痕が1

ケ所残る。6は輩である。極めて短い頚部を強く外反させる。頚部からやや下がった体部外商に凸帯を

1条貼付ける。 8は把手である。ここでは体部側面に取り付くかたちで図化したが、 1-'縁部に上から取

り付くものかもしれない。その場合、綴速、j孔双耳把手付銅慣型i架鉢の把手部分と考えて良いのではなか

ろうか。

2SK0438出土遺物 (Fig.101・Pla.113・114・143・144)

2は半裁時出土の段聾で、丸みの5郎、器形が印象的である。胴部の凸帯状の部分から上位は、外側に
粘土を貼り足して肥摩させている。胴部の凸帯状の部分は、段楚の特鍛たる段の部分を強くつまみ出す

ことで表現されている。胴部に凸帯を貼り足さず、粘土貼り足しの肥厚によ って形成される段に直接刻

目を施すという手法は、典型的な段獲の構造と・致する。内閣には工具ナデの痕跡が比較的明l療に残っ

ている。5は半裁時出土の壷である。頚部から上位と胸部以下は接合しないが、同一個体と判断して図

上で復元した。屑部に鋸歯文を施す。また、口縁部は外商側に粘土を貼り足して肥厚させており、比較

的古相を示すが、粘土肥厚によって形成されるべき段は不明瞭となり、胴部最大径もやや上位に移って

いる印象がある。10はW層出土の聾である。一見凸帯文上器の護のうち最も新しい類型を思わせる器形

をしているが、やや丸みを帯びた器形と内傾接合をもって、弥生土器と判断した。胴部門衛部分での屈

曲は凸帯文土器のそれを扮怖させる。この遺構出土の土器で、粘土の接合状況が確認できたものは、例外

なく内傾接合であった
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なく内傾接合であった

2SK0439出土遺物 (Fig.78・102'Pla.106・114・144)

7は蛍である、胴部のfl1大r1:か胴都中似にあり、やや占相を呈する資料である。
2SK0445出土遺物 (Fig.106・Pla.114)

創立伝の体自1)小片である。外出.に羽状文を施している 施文原体はH殻かと忠われるが、木製の箆状

工Hかもしれない。

2SK0448出土遺物 (Fig.107・Pla.114・115・144)

l は {~l~若文 l 器の護制却である ー Illirlll 部には刻 u 凸帝を即i付け、柿上の接合は明瞭な外傾接合である

樟由のfttげは丁寧である。3(.i却である 外底的|に籾)]::J.U.を1ケ1好，igめる。

2SK0451出土遺物 (Fig.108・109・Pla.115・144)

2は小型の史である やや企の~形に近く、変符壷を窓ぶしたのかもしれないが計細は不明である 。

粘上の接合も外傾接合となっている。12は結品片山製の行包丁である 両メJと思われるが未製品かもし

れない 13は枯板宕製の石包rである M部は同PJで片面に殺擦痕が2ケ所J、められる。
2SK0453出土遺物 (Fig.110・111. Pla.115・116・145・159・160)

lはつまみか 擬制昨系無文 1:tifにみられる'ド11J状突起の進化したものかもしれない 9は枯板'ti製の
柱払g・刃石斧である 他遺構出 lの柱割、Ji-刃石斧向様、筑後市近郊で見かけない石材である。5と6はE
唐山上の塑である。11縁部からIJ[riJ部上位まで外1U1Jに粘土を(I，Iiり足している しかし、 2例とも肥停は充

分でなく、形態的には段聾とdめられない 5は粘上の接合が外傾接合である 12は田層出上の翌であ

るが、外底面に初圧痕か lケ所見られる。13は田府出上の必である 頚部とIJ阿部のhTl11I1が殆ど夫われて

いる 一方、 11紘部は外面に粘しを貼り起して肥りさせるなど古い要素が弘られる 1 5は NI~ lI\上のき患

であるが、 ーはしたところ段饗のように感じられた。 しかし、粘土の貼り起しは見られないので、判断

に迷うところである。 16は IV I村山土のう盟応部である 。 外底的iに初fI:.~nが l ケ Ií)Hえる 。 16(ま N)村 /1¥ Jこの聾

底部である ω 外底部に初圧痕を lケ所，認める。17はN居tH1:の蛮である。 日付部外出に粘土をP.~i 1)足し

て肥りさせており、且つ頭部と1I同部の接合部分の内外商には比較的明瞭な段が認められる。18もW層出

土の '，i~で、あるが、 If.:! の張りが強い器形が円をひく 。 底部は円盤接合で外 l自i IJ，'~整はj" 'i事なナデである

17・18ともに比較的占相を示す 5以外で枯上の接合が確d、できたものは、すべて内傾接合であるv

2SK0457出土遺物 (Fig.112. Pla.116) 

1はう避である 外面は工具ナデによっており、所品擦過といわれる，調整を施しているようである。外

底的iには籾11:痕がlケ所残る

2SK0461出土遺物 (Fig.112• Pla.145) 

3はサヌカイト製の釣針としたが、石MかもしれなL、。釣針の場合、組み合わせ式の*l;合型になるか。

2SK0480出土遺物 (Fig.112・Pla.116)

6は聾である c 口縁部は小さな鍬先状となり、 JJ~J 在日の九みも強く!岱じられる 。 枯上の接合は内傾接合

であるの胴部にも刻日l"l帯を貼り付けいている 粘上の接合は内傾接合である。

2SK0485出土遺物 (Fig.113・Pla.116)

lは聾である 一覧去では胴部門帯か2条あるとしたが、，1縁部内情と胸部凸帯の1111にもう i条の凸

帯があるとしたほうが適切かもしれない 粘土の接合は内側接合である。

2SK0507出土遺物 (Fig.117・Pla.117・160)

4は柱状j守刀石斧である。扶りの部分か践存している 行材は粘恨むであるが、筑後市近郊では見か

けない石材である。

2SK0510出土遺物 (Fig.118・Pla.145)

lは玄武n製の鍛である。磨製石斧等の破砕品からの再加1l.品ではなかろうか‘未製品かもしれない。

2SK0524出土遺物 (Fig.119・120・Pla.117・145)

13・14はW・12層出 1:の壷底部である w ともに外成l商に初!五痕がlケ所認められる。

2SK0525出土遺物 (Fig.121・Pla.117)

10はW層H¥l'の壷である。LI縁部は外面に粘土を貼り起し肥厚させている 一方、 頭部と制部の粘 iて
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Fig.111 2SK0453出土遺物実測図② (1/4) 
接合による段は外両側は明瞭であるものの、内面側はやや不明瞭である。古相と新相が併存する。

2SK0540出土遺物 (Fig.123・Pla.118・146)

8は壷である。この逃・構出土の遺物の中では唯一時期の異なるものであるが、 2SK0502に切られてお

り、大半がその下層にあたるため、混入した可能性が高い。13は泥岩製の石包丁である。刃部は典型的

な両刃偏刃で、}十面に穀擦痕が認められる。土器はすべて内傾接合である。
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2SK0541出土遺物 (Fig.124・Pla.118・119・146・161) 

6は壷であるが、 11紋却の外面に粘上を貼り足 して Il~J~1-させている 制ま'必であるが、ごく短いl江古.す

る1"1縁部をもっP 内外1mともに丁寧な鳴きを施し、 f良部に lケ所焼成liii穿イしが礼られる 9は抱T'であ
るが、 外商側に主1)lJがあるι2SK0437の8とIu)織にi限法J瓜双耳把手付制1umi35鉢の抱手となる可能性が

ある。19は黒曜石製の釣針か.釣針とした場合、粘合式となるかもしれない

2SK0542出土遺物 (Fig.126・Pla.120・146)

2は粘板岩裂の行包rである 刃部は両刃

2SK0552出土遺物 (Fig.125・Pla.119・120・146)

3・4は多条凸fi::をもっ琵である。3!ま円縁部と!胸部に 2粂ずつ刻日凸術かある。4はn縁部は l条であ
るが、胴部に 2条巡る。6は翌底部である 外底的iに初J:f痕 1ケ所がある。14は鉢である。中|止の1'1磁

碗(lV類 ・註2)に良く似た船形であるが、弥'1:.，'，持である。しっかりとしたっくりである。擬朝鮮系
無文上器の範叫に人るものであろうかー 15は小lF.~の艇である 。 口縁部近くに焼成前穿イしが 1 ケ所ある 。

省長か。 19は I 脳出"，の聾J;f部である《 外底厄iに初任痕が 2 ケ所ある ~ 21もれF肘iIi上で、小型の訟で

ある、これも壷主主であろう この遺構出ムの逝 ・蛍で粘土の接合状況の観察ができたものは、すべて内

傾接合であった

2SK0558出土遺物 (Fig.128・129・130・Pla.120・121・147・160)

6は半裁時出上の聾である。この土器のみ時期か異なるが調査時の浪人か 8は行包丁で、石材はJtお
である。刃部は削メJ侃刀である ，9は柱状片メJイi斧である。石材は粘版tiであるが、筑後市近郊ではみ
かけないものである 20はI府出土の石包丁である。石材はJt岩で、)J部はIlfJj刀偏刃である。29は日刷
出上の饗であるが、 外j正する 1-1縁部の端部全面に付して刻日が施されている。 l即時I~には刻目凸帯が i 条

貼付き、口縁部内出はJ・1宇な磨きが施されている

2SK0562出土遺物 (Fig，131・Pla，121)

lは斐である 如意形の口縁端部全面に対して来I)Uを施すp 胴部凸帯も見られず、板付I式土器に階

似する .， 2は凸帯文I:i~;の斐である d 恐らくは!阿部で凪曲する器形の口縁部であろう 3は鉢であるか、

外I扇は丁寧に磨きを施しているようであるが、 'f~il成が激しく半1)然としない。

2SK0580出土遺物 (Fig.131・Pla.121・147)

創立誕の口縁ifl)である。外lu.iに昆虫の蝋と思しきJ1:痕がある。小地の '(，!.lt等、幼虫の圧痕のようでも

ある 。 いずれにせよ、 J~出 とすれば比較的小J~~のものと恕われるが、何U3~は令く不明である 。 9は鉢で

ある。口縁部に焼成。ir穿孔がiケ所認められる

2SK0586出土遺物 (Fig.132• Pla.121・122・147)
3は費の底部である 外底面に初圧痕が2ケ所ある。

2SK0587出土遺物 (Fig.132・Pla.147・160)

6(ま扇平片刃石斧としたが、柱状片刃石斧のnf能性もある。石材{ま粘板円である。

2SK0597出土遺物 (Fig.133・134• Pla.122) 
10・11. 12を除き、 r'[ ';l~:文土器で占められる ε 1 ・ 2は i長鉢である。 'II，~ril)でJfiit1JJして、やや内傾する
n縁部を持つ 御領式以来の縄文晩期に通有の器形を持ち、口縁部のj本線λは完全に失われた段階のも
のである。lは内外IHIともに丁寧に磨きを施す 2は磨滅が進み判然、としないものの、 lと同様であろう.

精製品である。7は全体の器形が知れる斐である 胴品iで屈曲する典型的な1"γ;詩文上器の聾である 内
面には条痕が残るが、条痕の原体は不明である 日は弥生上器の壷である。刷部最大径が胴部中位にあ

るなど、古相を2する。1''1帯文土器はすべて外傾抜介、弥生上器のうち、粘上の接合状況が判明した 11
は内傾接合であった。

2SK0676出士通物 (Fig.139・140・Pla.124・148・161) 

3・4は如意系r1紘を持つ聾である いずれも 11結端部の下端に実1)FIを施す 5は鎚Ji.E部である。外底
部に籾庄痕 1ケ19rと爪艇が1ケ所残る。9は蛍であるが、聾に近い器形を している 胸部の径が最大と

なるところに沈線が2条巡る。口縁部は外kする小さなものである。聾が変化した変容壷か。11は蛍で

- 10.1-
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ある。/111川iの紋大径が1110)ì~il l ll f ¥/:にあるもので、鋭部と胴i1flの接合部分の段が僅かに成る。器形はペコやe'i

相か 1 211 大型のドリルである巴聾底部に穿孔する I:~~ などに{古川されるもので、礼端には使用棋が，認め

ら ~L る

2SK0680出土遺物 (Fig.141. Pla.124・148)

21立会:て‘ある 円縁部位ドに沈線が2粂巡る 枯 l二の接合は外傾篠合である

2SK0745出土遺物 (Fig.144・Pla.125・148)

3はゆ:の!氏 ì~[~である j段目11に紐状の圧痕が伐る ?lh粘土でポジモデリングを作成して観察したところ、

6本以上.の紐圧痕が認められた.紐はすべてIi.鯨りである 4はイl包了で、八k地ん・践の緑泥片むであ
るc 三角形の形をしたぢ1fi~である ω 刃部は明瞭な l可刃片刃でliL)的l に殺擦痕が必められるι 特に Jî'凶iは広

い範聞に:設擦痕が認められる。

2SK0754出土遺物 (Fig.145)

2は蛍である。lコ縁音111(fト.t.二frtJ北前穿干しがl).fある

2SK0765出土遺物 (Fig.146・Pla.125・148)

lは琵である 外反するrJ紋却の端部下端に刻l:Iを施す。sJo1却に実IJ日凸帯がl粂巡るが、接合点が上
下にずれていて、完結しないの

2SK0800出土遺物 (Fig.148・149・Pla.126・148)

2は彩丈 I:~の壷て*ある 。 I J休部内面と創部外1Mに文様を朱J!?きする。顔料はベンガラかω3は!日色併

研土?~の必である。 直立する f岳部に小さな外1)(.1 J縁がつく t;i;}fSには三角凸儲か巡っていて、器l面全体

を了療に肝く 凸帯文上器の純時と思われゐ 9 ・ 1 0は凸拾え L?~の聾である l'、すれも内傾接合を採

用し、器形は弥生土器的である内10は胴部門fi?から上位に粘!こをn占り足して肥りさせており、段発の範
時である )11は費であるが、胸部に 2条の刻11，111'貯が巡る 。 この.ìït構から出土した k慌のうち *~I 1'，の接

合が花Jtr，~できたものは、弥'1. [.: (.~ .凸術文 J:持ともにl付傾接合であった。

2SK0830出土遺物 (Fig.150・PJa.126・148)

7は凸併文上器の聾である il給部端と制部に小さな凸帯を貼付けて刻日を施している。粘土の接合

は外傾擁介である。

2SK0843出土遺物 (Fig.151・Pla.126・159)

3は鑓のJlf:百11である。外1底的lに初圧痕が認められる。明瞭なもの 2ヶ所、不明瞭なもの lヶ所である

2SK0850出土遺物 (Fig.152・153・PJa.127・148・158・162)

4はTfj製イ1斧である 石材は安山告か匂刀部の}十側は歪になっており、欠iiH去に再度研ぎ出したと思
われる。

2SK0853出土遺物 (Fig.154・Pla.127)

2は盤l氏部であろう 外Ji~ l(fiに籾痕が l ケ I~rræ.められるが、との痕跡と思われるものも観察できる 〈

2SK0858出土遺物 (Fig.154・PJa.127)

3は企である 体部にif{弧文があるが、 IIfJr輔がひらいて間延びした印象を受ける 胴部に比して細い
鋲在日がほぼl町立し、口縁部は外反する小さなものである。4も命である。ごく知1.¥，、川縁部が直立する。

頚部には竺 f'1{'，怖が貼付き、 |向上位に焼成Î)ír '!-t~イしが i ケ所認められる。

2SK0907出土遺物 (Fig.158・Pla.128・149)

lはrnll/，Iイ{のアメリカ型打織であるc 両面とも研摩して、f;:坦にしている.'2は彩え L器の壷である 煩
部のい!外1Mに施文している 顔料はベシカラか

2SK0920出土遺物 (Fig.161. Pla.149) 

2は:J.¥1Iii!.{ Iの細石刃である 同j端は欠相している

2SK0955出土遺物 (Fig.162・P1a.128・129)

5 ・ 6はt'1 ， ~iT文上器の費である いずれもr1U部には直接刻日を施し、胸部には刻日凸帯を 1条貼付け
る《粘.1.の接合は外傾接合である。7は斐成却である 外底部に柏物j五痕がある
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2SK0979出土遺物 (Fig.164・Pla.129・149)
11は費である。腕部.Il.':i汁Kの部分から t:{'J:に粘1:を貼り起して肥J'):させる段蛍である 凸帯を省略し
た段の部分に直接刻日を施している。段塾の一般的な構造と令く r，ijーである 11縁部は欠損しているも
のの外J:i.する類取と忠われ、瀬戸内地方にみられる段誕の器形に近い

2SK0990出土遺物 (Fig.167・Pla.130)

2は鑓である 口縁古11と胸部に l条ずつ刻1'1ð1ìiを巡らせる。 2 条の凸'f告の別に、~l'r通の焼成後穿

孔が見られる 穿孔は外Ifu側から行われている

2SK2009出土遺物 (Fig.170・171・Pla.130・131) 
7は斑のド(:'部である。j底部は!草いが底面はJ'i下 l二げ底状となっている。底部近くの体部に 1ケ所の
焼成後穿孔が認められる，

2SK2013出土遺物 (Fig.173・174・Pla.131・149)
5 は fdii' 文よ?~の塑である 円縁部にはI{(接来1)め目を施し、胸部には刻日凸荷を貼付けている マtli.1: 

の接合は外傾接合である 10は者であるが、体却に比して紺!¥，、損部が特徴的である }頭部と胴部の拷合

部分にうfr].n，帯を 1 条ß~j付ける 。 外商は了本な瞬きが施されている:弥生上器としたが、凸帯文仁協と

すべきかも失nれない。12は'Iir(の底部である。体制の批下位外lliiに制J1:娘が1ケ所伐る

2SK2017出土遺物 (Fig.176・Pla.131・132)
10は者の下下部である )L¥'、胸部と広L、政I{nが特徴的である

2SK2021出土遺物 (Fig.178・Pla.132・150)
2は，111，:;;Jz..上~の聾である 円縁部と制苦1)にそれぞれ 1条のllM・jけ凸帯を貼付ける。胴部凸荷から上

位は粘 1-:を川り足して肥J乎させており、段郵の純自主に入る。5はイ1包丁。石材はJ\・ 1;で、 JJ音~は凶j)Jで

ある。

2SK2025出土遺物 (Fig.179'Pla.132・150)
5は査の体部である 内面にが91玉痕がlケP.1rI忍められる
2SK2027出土遺物 (Fig.180・Pla.133)

5は却の体制iである。 11いl剤1，11，怖から上位lこも'j1:を貼り起してJj巴!早させている。j交犯の範時に入る。6は

壷のj良部である。外底面にVJL臼Ij{が2ケ所認められる。

2SK2045出土遺物 (Fig.184• Pla.133) 
5 は ~J~J Iこ器に把手か付いたものであるが、保貞次郎氏か綬泣J1.t反耳把手付~jfU~J.深鉢と思われる 。

把手の }jは水干に擦りHけ、他Hは縦に隙り1・Iける 器商は J~~事にナテ調整を施している。

2SK2049出土遺物 (Fig.184・PlaJ56)
7は崎製イi剣である。 J ・ \~i な石)f~去が施されている

2SK2056出土遺物 (Fig.185・Pla.134)
l は金である 。 頚部と制部の接合部外面に円向凸帝が貼付く 。 凸~rii には 2 ~ 3ケ所刻日が施される

内面には接合時の段が慌かに名賎 1)を留めている

2SK2166出土遺物 (Fig.194)

2は挫折'rである門口緑m)の外I師に粘上を 111~ り j止して肥厚している 内面の口松部山下に三角凸併をWi

付ける。刷点1)ド位にもそ角.n，'iiiをl条貼付ける。持形は壷の面影を賎し、古相をIJd-
2SK2168出土遺物 (Fig.195・Pla.134・150)

3は小J~J.の liである 。 者みであろう 。 円縁部に 2 ケ所の焼成 rìír穿孔が認められる

2SK2180出土遺物 (Fig.198・Pla.135)
3は挫の成部。 l底部近くの体官1)に2ケ所の焼成後穿孔が比られるが、うち lケIY?はぷ段通である。ま

た、岐部lこは内外面から各 lケ所で焼成後穿孔を試みるが、いずれもぷ貫通である。

2SK2193出土遺物 (Fig.199)
3は'.niで、内面に籾圧痕がlケ所認められる。
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2SK2195出土遺物 (Fig.199・Pla.i50) 

4は石包丁で、石材lま片岩である。 大tt~の半円形のもので、刃部は明瞭な両刃偏刃である。

2SK2197出土遺物 (Fig.199• Pla.135) 

6は壷底部である。外底面に籾圧痕が1ケ所認められ、ぜかと思われる圧痕もみえる。

2SK2212出土遺物 (Fig.202・Pla.136)

2は須忠器の杯である。輩の受けが十Jく類型で、外底面に箆記号がある。

2SI0608出土遺物 (Fig.208・209・Pla.136・137・151) 

11は粘板岩製の石包丁である。やや端に偏った部分での観察であるが、刃部は比較的明瞭な両刃偏刃

である。

2SI0688出土遺物 (Fig.211. Pla.137・151) 

5は土師器の小型九底壷である。体部は完存するが、 '-1縁部はすべて打ち欠いている

2ST0879出土遺物 (Fig.214・215・Pla.138・152)

lは上聾である。1.-1縁部は下翠との口を合わせるためか、打かかれている。胴部のやや下位に 2条の

円帯を貼付ける 。 2は下翌。 口縁部は大きく窄まり鍬先状としている。 上面は平坦である ~ K田a(註3)
か。5は扇平n-刃石斧である。石材は粘板岩である。
2ST2000出土遺物 (Fig.217. Pla.138) 

lは艶棺である。丸みを帯びた器形が特徴の棺体で、胴苦ISに凸帯を2条貼付ける。

島-議 :会~ A
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Fig.235 小穴 ・不明遺構出土遺物実測図 (1/2・1/4)



28T2503出土遺物 (Fig.219・220・Pla.138)

l は整備である 。 断面jが T'j;~形となる典型的な鍬先状口縁で、口縁部

下に 1条、胴部に2条の凸倍を貼付ける。体部のやや上位には lケ所穿

孔が見られるが、内外両面から穿っているようである。底部に近い体部

外面には沈線があるが、全閣の1/6程の延長しかない。また、描繭は自

由略直線である。

28X0371出土遺物 (Fig.221・Pla.152)

3は結品片岩製のZゴ包丁である。端部に近い部分での観察であるが、
刃部は両刃備刃である。

28D0362出土遺物 (Fig.223・224・Pla.138・139・153・160)

13は須恵得の護である。体部に把手の剥落した痕跡かと思われるもの

がある。22は誕の底部としたが、査かもしれないp 底部の周回に粘土を

Fig.236 そのイ也の

出土遺物実測図 (1/4)

貼り足している。

2800528出土遺物 (Fig.225・226・227・Pla.139・154・156・159・160・161) 
17は特殊な形状だが、低石か。石材は砂岩である"31は磨製石実1)の基部である。石材は粘板岩で、丁

寧に研摩されている。

2800695出土遺物 (Fig.229• Pla.140) 
1 . 2は土師器の小型丸底蛍である。体部は完存するが、口縁部はすべて打ち欠かれている。

2880601出土遺物 (Fig.233・Pla.140・155)

2は諜である。口縁部と胴昔ISに刻日凸帯を貼付ける。2条の凸帝の問の外聞に籾!王痕が lケ所残る。

28P2219出土遺物 (Fig.235・Pla.155)

8lま粘板岩製の石包丁である。破片を砥石に転用している。携帯用紙石として使用したものか。

28P2220出士通物 (Fig.235・Pla.140)

9は凸帝文上器の挫である。体部はやや丸みを帯びるが、枯上の接合は外傾接合である。

その他の出土遺物 (Fig.236・Pla.140)

!は完形の小型壷である。短く直立する頚部に水平まで屈曲させた11、さな口縁がつく 。器商はナデお
よび磨きで丁寧に調繋されている。

註l 久留米市教育委員会 副永l在樹氏の御教示による。

誌2 分績の出s与は次のとおり。 議問勉 ・繍田賢次郎「太宰府出土の輸入rlJr~1陶磁器について一形式分頬と編年を

rl'心としてーJr九州歴史資料館研究論集4 1978J所収
註3 分類の出典は次のとおり。 橋円達也「鎚桔の編年的研究Jr九州縦一民自動車道関係組成文化財調査報符-x
XXI- 福岡県教育委員会 1979J所I1又

降雪に見舞われた調査区
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第N章考察

今何報告した遺構や遺物に対して若干の考察を加えてみたい。遺構と遺物それぞれでいくつかの項目

を取り上げてみたい

転用れた廃棄土坑と転用前の情報

今回の調査の中で数多くの廃棄土坑を確認したが、調査時の所見では大半が貯蔵穴からの転用であろ

うと拠えていた。このことは、監理作業から報告書の刊行作業を行っている今現化も変わり紙い。確か

に、調査時にj尭楽土坑として検出した場合、土坑内の坦土も廃棄上坑に転用された後に、礎棄行為によ

って或いは廃棄行為と同時進行で堆積したものとなる。したがって、調査時に出土した遺物や検出した

状況も礎棄上坑として利用した時の状況を示していることが多いと考えなければならない。その中で、

今回の調有では、廃棄上坑への転用前の情報を包含していると考えられる遺構を 2例検出した。 l例は

貯蔵穴の構造を知る情報を提供していると考えられるもので、もう 1例は貯蔵穴利用時の杷りにかかわ

る情報を提供していると忠われるものである。それぞれの事例について本文中の調査成果を再報したの

ちに、論考する。

床精造を持つ土坑

まず、 l例自に2SK03のを再報する。調査区の中央附近にあり、 2SK0800を切っている。長軸2.9m短

軸1.8m深さ0.9mとやや大型で、主軸の方位はN-73
0 -wである。この遺構は底面形状に特徴がある。

東側 ・中央 ・西側の 3つにわけて底商をさらにO.15mlまど掘り下げている。それぞれの平而形状は崩れ

た方形または長方形で、東側O.8XO.8m、中央O.9XI.Om、西側O.5XI.Omを測る。それぞれの聞と東端

には掘りくほめずに残した棚が認められる。これらを利用して木材等で床鮎りをしていた可能性が高い。

また、 Cll央と西側の間には東西0.4ml将・北O.2m深さ0.201程の小穴が認められる。
この底聞の掘り込みであるが、周臨に若干の掘り残しともとれるような棚があり、その部分と凹みの

ない底問中央部の部分を利用して木製の床を設置した施設であると理解したいc 中央部のみ掘り残し、
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Fig.236 常用日田行遺跡第3次調査3SK10実測図 (1/40) 
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都合2ケ所にわけで底面を掘り窪ているが、これには、そこに残された小穴の存布がその理由を示唆し

ているようである。これは、地下の貯蔵穴に出入りする際に使mした一本梯子を娼えた痕跡であると考
えて間違いなかろう。この綿子を据える場所として、また貯l能穴内に降りたときに作業する安定した起

場として中央部分は掘り残したと思われる。そうしたことにより、床を地面から浮かせるための凹みは、

2ケ所に分かれて作られることとなり 、今!nlの事例のようになったのである。更に、底面全体を地面か

ら浮かせるためには、相当の強度をもった床の構造を必要とするが、 2つに分割することによって構造

を簡略化することも可能となった 経験に長打ちされた必然性によって、この 2分割の床貼り構造は生

まれたと理解できょう，

ここで、周辺遺跡での類例を紹介して上記所見を検証する。常!日日田行遺跡での事例であるが、周辺

遺跡といってもすぐ北隣の微高地上に位置するので、大きくは問ーの遺跡群に合まれると考えられる。

常用日田行遺跡第3次調資の3SKI0がそれで、ある。(註 1)良湖2.6m短軸1.7m深さO.9mで、主l紬の方位

はN-ogO -Eである。出土造物には弥生上器がある。底面に2ケ所の掘り込みが認められ、北側のも

のは南北0.801東西l.lm深さO.lmで、南側のものは南北1.001東西1.2m深さ0.1rnである。また、 J長岡中央

の山側には径O.2m深さO.lmの小穴が認められる。

南側のものは、j島商の|陥いっぱいに掘り込みを行い、南西隅を掘り残して小さな抑iをつくり出し、南

東関には掘り込みの底商には杭の痕跡とみられる小穴が4偶確認できる。北側のものは、土坑底部の東

側を掘り残すように掘り込まれ、北東隅の底面には小穴が3個確認できる ここでも 、地山掘り残しで

造り出した棚と杭、さらに掘り践した底面で支えて木製の床を設けたのであろう。ここでも、招り残し

た中央部にIJ、穴があることが注窓される。これも今阿の報告例と同様に、一本梯子を据えた痕跡と考え

るべきであろう。

今回は、筑後市外の事例は南筑後地域の範囲でしか類例調査を行っていない。しかし、当時の食料等

を考えてみると、 他にも事例はありそうである。それも、地下水位の比較的高い、有明海沿岸地域での

分布は惣像に難くない。食料等を比較的温度変化の少ない環境で保存する場合、地面から坑を穿って貯

蔵穴とする方法は非常に効果の高い方法と言える。 しかし、地ド水位の高い地域で地下に貯蔵用の設備

を設けた場合には、どうしても湿気の問題を避けて通れない。湿気に弱いものをいかに温度変化を抑え

て貯蔵するかは、当時の人間にとって重要な問題であったことであろう 。当時一般的であった、地下に

貯蔵するという方法に加えて、地面からの湿気を抑えるために木床を貼った構造は、画期的なものであ

ったに違いなし、

ここで、もうひとつ問題が残る。同様の構造をもった土坑の割合いが極めて低い点である。このこと

について、今|旦lの調査からは復元モデルの提示ができない。もちろん、米をはじめとする穀類の貯蔵に

は地下貯縦穴は不向きであろう 。1塁果類や発酵食品が主体で‘あったと思われる。その中で湿度が一定以

下の保存状態を要求する食材が、収蔵品の候補に相応しかろう。そうしたものは、主たる食材ではなく、

調味料や副菜 ・副食といった位置付けではなかったか。当該地での食文化の解明とも係わる問題である

ので、ここで結論は導けない。

L、ずれにせよ、こうした貯蔵穴のありかたは、本遺跡の生活環境を復元する上で興味深い資料を提示

していると思われる。私論を含め考察を試みたが、資科不足の感は否めない。

底部打ち欠きの聾を棚に据える土坑

j克楽土坑の大半が貯蔵穴からの転月jであろうことは遺構報告の文中でも述べたところであるが、その

中に特異な事例があるので若干の考察を試み、本追跡、の中での位置付・けを行ってみたい。

問題の土坑は2SK0363で、まず報告文を再掲する。主JMIの方位はN-1S
0

-Eである。長朝JI.7m短朝|

1. 1 m深さO.9mを測るが、 南辺には~I日O.3m奥行き0.2m底面からの高きO.2mの棚を地山削りだしでつくる 。

棚のヒ{南は南から東へ向かつて傾斜しており 、両端での比高差はO.lmである。この棚には弥生土器(危

ノ甲式)の聾を倒立させて据えている。

この倒立した土器は底部が欠損しているが、人為的に打ち欠かれたと理解している。その棋拠は、完
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{{する~を倒・\~，.した状態で据えていたのだとすれば、応部;か欠航する機会は貯縦穴として使用していた

段階での，IJ~故、あるいは廃棄 t坑へ転用後に廃棄物が接触 し ての欠引が惣定できょう 。 そのいずれの場

合にも.岐部のみが紛鹿に欠損することは奇跡に近いーしたがr て、人為的な打ち欠きであることは間

進いなL、。さらに、打ち欠いてから据えたのか、据えてから打ち欠いたのかが問題であろう u 当該遺構

からJ必却の/JU.:をはなかったことを考えれば、打ち欠いてから似えたと17えるのが妥当であると思われ
る。以 1:を幣即すれば、 2SK0363では地山を削り出して棚を巡り、成にあ lらかじめ底部を打ち欠いた聾

を倒立させて似えたという状況が復元できる

このl従来上.tit:が貯縦穴からの転用であることは、文rJlで何度か触れてきたところである。では、どの

段|哨で'1:協を鼎えたかと言う点について考えてみたし、。 上碍が州えられている仰jの部分を観察してみる

と、揃えられた鎚のl寸紋部後と棚の寸法がほぼ一致することに試がつく しかも 、棚の上|薗は 1"，坑の内

側にlilJかつて傾斜しており、実用的に使用する棚としては少々使い勝下の:思い情造となっている。この

2つの裂，{{を総合すると、抑!の成形は当初から費を例。;させて招・えることをf1的としたことがわかる。

しかも、抑jが地山口IJり出しであることを考えれば、 一述の作業は、 1:.坑が3バ吋l円1初の「日i的の為に設置される
H 

では、本遺跡の J:坑のrtJで、類似する構造をもっ土坑はあるだろうか J 少なくとも、今回報告する上

坑の中には傾・J~例は見吋たらないようである 引き続いて古川以111追跡第l次調査・常用日回行遺跡の

搬告も予定されているので、注意してみたい w 周辺地域の矧例も、 一定調査はしてみたが、管見の限り

では報告例がない 上坑の一般的なありようとは異なるようである

"1:器の・却を打ち欠く行為については別に論じたことがあるが、 L~~の打ち欠きには一定の意味付け

ができる場合がある もちろん、実用的な理由から打ち欠くこともあり、聾の底部を打ち欠く例として

は悼突への転111などがある。しかし、古代まで時代が下る恒例であるし、なにより、設置された環境が

大きく見なるため今阿は参考になり得ない。やはり、ここでもJli実)IJ的な理由の)Jが相応しかろう。
そうなると、何らかの祭杷行為を伴ったと考えるべきであるが、現時点でその祭記の内容を復元する

ことは|付雌である しかし、類似する事例が傾向めて少ない点を勘案すれば、この t坑に特別な件.格を与
えゐことも、強ちJll!i瑚があるとも思えない。集落内での、 1fT械の線式を抜数設定するならば、その特妹

な・仔lJが今[nl のような・J~例に該当するのではなかろうか そこにItI:此されるものは、例えば集団の維持

について特別なイr~Ú:であるもの等が想定されよう c このことは、純文時代にも 11 本をはじめ北大平洋治

山で象徴的収他物を得るための活動が行われたい12)ことをeえれば、弥生時代の前半期に花って然
るべき中~i8級式であろう 。 それらを納める貯械穴は特別悦され、何らかの祭犯行為が行われたであろう 。

2SK0363での |・絡の倒立は、想像を遅しくするならば地鎖的な立味合いではなかろうか。少なくとも、

この 1:坑が他の 1:坑と産別化され、特別な位置付けであったと解釈したいw

竪穴式住居

今問の凋売でP{~認した竪穴式住居のうち、平面形態が川形のものについて若 Fの考察を加えたい 本

扱貯では5械を円形の竪穴式住居として報告した 調査区の令体|刈を見ると、他にも可能性を捨てきれ

ないものが他にも存在するが、ここでは報告した5練について号えてみたい

いずれも後IU;の削、Fによって竪穴の掘}fを失っているが、もともと畑)jが浅いかった可能性も捨てき

れないw 弥生時代の拠品 (特に中期後半以降) では、現{f.の悌f~lj 8 乃セ lOm~付近を境界にして、竪穴式

住民を主体にする挺務と、掘立柱建物を主体にする集落に分かれると指摘する立見がある。(註3)雫者

もこのJ5・えを指IJとするところであるが、この標高はー定の円安であって、河川や地下水位との比高差が
み:米的な指f!~となることを注意すべきである (註tl) 

吋j世跡は日id.4が801弱の微高地に立地し、このな凡に従えばH:h'fのiミ体は拍!立柱建物となるべきとこ

ろである。こうした立地条件の中で監穴を深く穿てば、 j時JI(を必発するまではいかずとも、相当の温気

がi1:川|人j にあがることとなり、健康上~1 ましくない環境を生み 11'1 すこととなる 。 従って住居の竪穴は、

ややiえめに穿たれたu[能性が向く、今回の調査で竪穴式JH!j.の持Il}jが令く検出きれなかったとしても示
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!行はないと思われる

さて、続いて、|正面形態にI'lを恥じてみたし、c 令ての円形住居は中央に崩れた付I円形の t坑が伴ってい
ゐ その長判iに外接して付火と J思しき小穴が認められる。この事象のみを取り 1'.げれば、ノングンニ(松

~y 世)型住居に近いか、令体的には中央土坑の干 1(li 形態ゃ柱穴の現則性に枕11日も多く、検討を要する の

もちろん、朝鮮系無丈 u品が体生上器に徐々に融合していくように、この時期の川形住居はソングンニ
型11:屈を祖形としているのであるから、明確な分離が不可能なのも至純計然の帰結であろう戸
また今回報告する竪穴式住出は、大型の2S12300と、それ以外の中小型のものに分かれるが構造は縛

めて良く似ている。 しかし、大型の住居は単に /I~-件人故か多いといった性格のものではなく、集 i容のけ 1

でql心的な存在に吋たると与えた)iが良いかもしれない.

墓制の諸問題

今川の調査では、理州民・本相当Eを確認した いずれも弥生時代の所産とJlJl僻したいが、木棺基はIH
~1:遺物が極めて少なく、 11判明の比定が極めて閑維な状況である 。 ただし、弥生時代前半期の基制が木相

:みから斐棺墓へと比If(を移していく状況は良く知られているので、斐棺~~に先1J・して木棺墓を位置付け

るのか妥当かも知れなし、。ただ、そう考えた場合には、 ζれまで所在が不明であった筑後市域の弥生時

代前期の幕域について・行を投しる 4ととなるため、取り扱いには慎重にならざるを伴ない。

1)木棺墓

今1111の調査では2必の木村容を雌認した。いずれも成rfliのJii]間四辺に糊L、消を巡らせるもので、 i昨の

ありょうは竪穴式il:/~tl に凡られる壁小講を訪f11~ させる 心 先に述べたように盟十日叫に先行するものとして

J'J!fl押した場合の問題点を、まずは取り上げてみたい J

近隣で弥生時代前期の本棺堪を調査した事例は、小W}rliの北牟旧遺跡 ・ハサコの官遺跡のものがある
(fi主5)ここでの事例をみてみると、基本的には小11慌の痕跡が明瞭に認められるものと、小口板の痕跡

が明瞭でないものに分かれる。しかし、いずれの偽造をとるにせよ、側板は民痕を確s忍できる程度であ

る。

それに比べて、本追跡の、Ji例は行干様相が異なっている 2基の木村基はいずれも小円板の明瞭な痕
跡は見いだせないものの、小11板および側紋のr1:抗とするには明瞭な小部がー1.'1]している。どちらかと
いうと、板材のほ痕というよりは板材を立てるための設備と見たほうが適切ではないかと忠われる。 し

かも、先の北牟町遺跡やハサコの宵遺跡では、小rI~反が側恨の内側に入るものが-般的であるのに対し

て、完全な箱形となる l氏恨の無い、組み合わせ人の本館塔としては構造 k興理かあるようにも思われ

る はたして、弥'1:.時代の塔械であるかどうか判断に迷う所以である。

何よりも、当地肢では弥生時代前半期の墓臓の問責~J~例が少ないという 2jLtLは、如何ともしがたい 』

資料集積の後に、別に論号する機会を得たいw

2)聾棺墓

織制基は44毒を雌iiZ したが、他に比較的詩形の‘I'IJI~Jする資料に限っても、 1'.坑から費柑の相体がIB1'. 

したものが3遺構以上ある 上体となるのは円縁部が鍬先状となるもので須久式の範囲占と理解してよい。

特に2ST0880と2ST2503は得点が 1mを超える、大唱のう担柏専用品で秀逸である 2ST2503は水抜きm
と思しき穿孔が認められる。

もうひとつ注目すべきは、 2SK2116出上の 194・2である 。 胸部の上半部に留のI~j影を残している 橘

円相年 (誌6)でのK1 cにあたるかと考えている さらに、僑口氏は南筑後地域の笠桔を検討した結

果当地域にはKI期の強制は・存在しないとし、 一段階ずつ形式をずらした形で「市筑後K1式Jから
「けj筑後KIV式jを必定した<(占7)しかし近年の発制調査では、111川町111ノ|二j立跡で刻日凸帯文上器

の相体を使用した先制叫も発凡され(註8)、当地域の強粕棋の展開を再考すべき1時期に差し掛かってい

るかも知れなし、。111ノ1'0遺跡;の費柏は凸帯文則の所践ではなく弥生時代のものが主体であると考えられ

るが(註9)、これらが11'1お待出からの転用か否かを合めての検討が必要であろう

以上のような、筑後diおよび周辺地域での状況を鑑みると、 194・2は無理にKn aとせずにK1 cに分
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類しでも問題はなさそうである。l首筑後地械での制年を紙埋に吋てはめるならば、"r十j筑後KOclとで

もすべきかも知れないが、 i行筑後という地域に限定せずにK1 cとしてよかろう。仮にこの棺体をK1 c 

に分l!tするとして話をj住めるが、そうなると前期後半からnijlUJ~;:には当遺跡で型船島が成立しているこ

とになる もちろん、廃棄土坑の出土遺物をみれば1111帯文上保以降の士器が述綿とIIU:しており、集落

がそのIIIJ({絞しているわけであるから、集部l，t，].i立を含めて何処かに込域の設定をみることは自然である

しかし、 lìíf述した木枯詳のイバじと合わせて .~~(ljiJ の変還を考えると、まだまだ不IYJ Jj: }.'~:が多い 。 集落 IIIJで

の時期のすれや集落内での喰住期間らあろうが、信制の変遷について復元モテ'ルの従ぷが必要であろう J

しかし現段階では資料不足の!惑が強く、ここまで述べてきた内科も、 f!.論 ・試晶、の域を脱し得ていなし、。

3)石蓋状遺掲

調査成果のI貞で墓に分納して報告した、 (ii~A)~j立構について jl};;~ûする 。 モi益状jli摘は、筑後 rií域で 2

例日の報;1?となる 1 191J 11 ，よ械数森ノ木地跡節 2 次調査の2STOJである ~ (註10)ゐ枚の紙泥片忠・でイi:lt

を構成するが、行蓋を除ょするとすぐにl情糸色の地山があらわれて、下部施設は ー切dめられなし、。:ii

事軸の)jfまは N-21 ~ -wで、他の石棺墓 ..1:臓弘が1'¥-20 E IjiI後であることと比較すると、帰属
の異なるの払問と捉えられそうである

今同ffi:りした石葉状追討11(2ST06 13)の内科について再掲する 2ST06J3は、調1f.1>(の北より中央附

近にあり、 2SD0663 に切られている 。 制 h は長 ~qIJ2.5m短調1J 1 .2m深さ 0.3m を inrJ り、 ['MIJ の方 fv:は N -

44
0 

Eである 。 石蓋検出時には石蓋上城仏ではないかと与・え訓1f.を進めたが、イ. i~:fのド部にはヰ城と

認め科ゐほとの施設は椛訟できなかった勺 わずかに幅0.3m長さ 2， lmi~ さ O， lmの掘り込みを確認したのみ

である ， その;~面形払は、 2 つの上坑を訟で接続した如きであるが、 両端の 1:坑憾の部分でも深さは

O.2mでしかない

以上2つの調査成果を総什すると、検出11与における状況は行長七峨墓のそれと全く JnJじであるが、イj

遊のド市11の十，1~l!Ïは 、 事織と，itめ得る施設はイr(1 ' しない 》 ただし、 1IIIj者の聞には打 トの有|述が認められる。

蔵数森ノふ遺跡第 2 次，調査の'J~例では 、 石 lrAX遺構の下はすくに地山となり全く施dが焼いのであるが、

常用長日l :ilt跡第 2 次調査の・J~例では、極めて小さく浅い土坑がばめられる点てAある。 しかしながら、常

用長山逃跡の事例も、~l1~として認知するには無用がある 。 したかっ て、実用的に概能する主主域を持た

ない点で、 [IIIJ者の問には共jIfj性をd、めることができょう ，

さて、ここで問題となるのは行義状追椛がallMなる機能を村守された構造物であるかということにな

る 。 乍者は成政森ノ木造跡第 2 次調査の械貯の q lで、埋葬対象か失われたため、 Li~lí構造のむ蓋のみを

設置したIIf能性を指摘したよとがあるd いいけそういった怠昧において、今川械:tz-する事例はさらに
示唆的である。石蓋の下には、民墳を模したと思われる小さな刷り込みが認められる‘先にも再掲した

とおり、遺体を埋葬するには不向きなものである。l町接埋葬を前従とするならば、規校の面だけからみ

ると片的小児のwo.;は可能かと思われるが、 2つの t坑を消で桜軌したような形状では埋葬に不向きで
ある ， しかしながら、配行のドに細長い・I~ 1M形状を呈する~り込みを設位する qr l}は、~織を想、起させ

るものである

ここでは、現実に遺体を則非しない主主が成すし得るかという問題についてす円二のf!.見を示し、考察を

加えてみたい ます、埋砕の形態について挙時する 造体をJljt拝する方法には欽締tJtが考えられるが、

烏非 ・胤*・散骨葬などはJtll非の痕跡を考，Jj学的に検証できないため、ここでは除外する。そうなると、

上非 ・火非 ・選竹葬(1::件，'}'を火葬するものも合む)が考証の付象となる a 1 :非と火葬は l 次.JfPA~ (11'( 

接則非)か嶋本であり、 j針1・4ドは 2次.JfHド(IIJ伴)となる J'lt非のJ島本形態が1次J'[[葬であることは疑
いようのないところであるが、縄文時代晩期には選骨葬 (つまり 2次埋葬)をよt.めることができる。純
文晩期おける県葬方法は、火持であった可能性が113いというlJ:見もあるv {訂121これは、埋葬が単純
に遺体を処却する目的のみならず、そこに非送儀礼を加えることで集団を維持するという目的が付加さ

れたと瑚併するのが妥巧であろう。これにより、血移行為は'1-=.i，fi様式の一要点として位置付けがゆj雌に
なり、~トJIや地域単位において伴送儀礼の形式化が進行するものと忠われるG

こうした生活様式(=文化)が定着した段階で、基の施設にも変化が現れることは想像に雑くない 。
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遺体処理の必要性よりも葬送の行為の必要性が優位に立つならば、遺体の存千E.不在にかかわらず墓と
いう施設が必要となる。そうした基の中で、地上に擦識をf:ドう類型のものは地ドの構造が実!日に供され
ない施設と位置付けられる。実用性に乏しい部分から省略され、生産過程が簡略化される現象は、上保

の器形変化などに普通的に見られる現象であるから、纂にも同様の傾向が認められることは向然なこと

であろう。

今回報持する石艶状遺構を、 t記のような視d点で両検証してみよう そのド部構造は、 l次埋葬を行
うには小きすぎる。三次tq!.葬を視野に入れると、基として機能していた可能性も否定できないものがあ

る，時期的に先行する長崎県原山支石墓群等、周辺地域の事例に選'汁葬を示唆するものがある。ただし、

原山支石墓での事例を見ると、選骨葬で埋葬される場合には火葬骨を石特や3話相に納めており、その墓

群には上城事や石越ヒ峨墓はj昆花しないのが通例である。酸性上壊ではよ器棺やす7惜以外では人廿が遺
存しにくく、 j差骨葬が行われたかどうかの検証が闘雄であることは充分に配慮しなければならないが、

選甘葬を行っている基群では上横墓等が混在しにくいということも京要である。2ST0613の下部設備は

両端が深くなっており 、主たる岨葬位置を考える上で混乱を生じてしまう。もちろん、2人分の骨を選

骨して両端の土職状の部分に埋葬したと考えることもできょう。しかし、上部標識を伴う Iつの墓に複

数の遺体をおさめる形態は、占墳時代の泣構に見られるものである。ここでは、被葬者は追体のー部で

も埋葬されることはなかったと理解している。

これらのことから導かれる石誰状遺構の機能モデルであるが、先に述べた埋葬行為の形式化を注意し

たい。この場合、被葬者の死に際して葬送儀礼を行うのであるが、そこでは遺体処理といった本来の意

味以上に、送る側 (死者が生前所属した集団)のために葬送儀礼が行われるようになる。現代仏教の法

事が、被葬者の死後、徐々に祭礼の間隔が長くなる点などは非常に象徴的である。そこでは遺体の有無

により、儀礼を省略することは忌み嫌われる傾向にある 何故ならば、葬送の儀礼は死者を送る儀礼

である以上に、集団を維持するための祭礼行為としての性格が強まるからである。

こよでは、遺体がない状態で、葬送儀礼を行ったと解釈したい。特に蔵数森ノ木遺跡第2次調子Eの例が

典型的であるが、今回報告する事例も同級の解釈を与えたいQ .f:i誰の下に僅かに掘り込みをしたことは、

形式化はしたものの基携の存在に対して注意する感覚が銭。ていたことの現れとみることができる。そ

うした意味で、今回の報告例は蔵数森ノ木第2次調査の事例より、古い形態であると言える (註13)

しかしながら、今自の調査でも行設状迫;備の時Jmを特定するに到らなかった。資料の蓄積の後に、再検
討する必要があろう。

弥生時代前期の土器

今回の調査の中で数多くの弥生土器が山上したが、中でも弥生時代前期から中期初頭のものが大半を

市める。この時期、筑後地方には玄界灘治岸地域に分布する板付式上器とは巽なる仁詩が存布している

ことは、つとに知られている。この土器には「亀ノ申タイプ」或は「亀ノ申式土器」とし寸i呼称、が用い

られているが、現在まで明確な様式が設定できていないための混乱があるといってよい。

今問の出上造物では、この「亀ノ中タイプJ或は「危ノ甲式上緯Jと呼ばれる上絡が大半を占める。
なお、出土資料の増加に伴って近い将来様式として認知できると考えているので、本書では「亀ノ甲式

上器Jの呼称を附いている c この屯ノ甲式土器は、縄文 1:器から発展した刻日凸千If文土器直系の弥生土
器と考えられていて、準者もこの部分は異論のないところである。また、凸惰文期以来の稲作先進地で

ある玄界灘沿岸地域との関係では、当地は文化の2次伝播の地といった説明をなされることが多い。し

かしながら、後述する稲の品種の問題も絡めて屯ノ甲式土器の評価を再検討する必要がある。今回は調

査報告であるので編年案の提示などは行わないが、当選跡からH¥tした土器の内容について概観したい。
まず、もっとも古い上器の一群のーっとして2SK0597の山上造物をあげるよとができる。134・llO・

134・11. 134・12の3点を除いて凸帯文上祷で占められる。134・11も凸帯文上器の童話器形の面影を残し、

胸部最大筏も胴のrl'位にある。ただ、134・12は体部外国に沈線にて重弧文を施文し、弥生時代の所産で

あることが確実である。
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次の段階のものとして、 2SK0309の-l:fや2SK0438の a併をあげたい4 ここでは、 ~ILn:系あるいは 「 く j

の'{:形に外反する11縁部をもっ翌が比較的まとまって日¥1-した この路形をもつものはn縁端部のIfU全
体に片して刻11を施しており、玄界灘治lP地)Iの板付 !式 1:持と"11Mの技法である，また、 55・30は弥
~!:_L (，~の蛮としたが、器形的には州帝文 Lr.:fの面影を強く践しており、，l，相である [f;t米絞付 式 1:持
は筑後地方には分:(Iiせず、吋地方にみられる同様の器J~の 1:器は一段附ドる舷付 日 a 式予行とすべきと

の窓見が棋強いか、再度検証すべきかも知れな ¥¥0 者は体部に鋸的文を施すものが泌{i..していて、 1・1縁

部は明確に外l古j1I日lis-fを行うものが多い 蛍の館部と胴古11の接合筒所は柏 1:按合にIJI~とサる段が、比較的
明瞭に残る このことは危ノ'1'ょに l二器の発'U~年期との|制 j~ もあり、研'先の進展が待たれる。 また、 H~f下

する([!.ノ甲式 L(，~のJ!は、 11紙調;に小さな凸併を貼付けて刻日を践すもので、同級式r[lで最占相となる

か，ここで段蛍かIH土している点も注目される
次の段階が、 f色ノ'P式土器のI.Hl量がIIIも多い。史に細分する必裂かあるかも主11れないが、報;lfiq文
'1'であるので、 i論与は別項lこ品る。護r1株百1)のo帯は断ifliが三角形のものが多くなり、制部門4i?は制官1)
杭大作の部fすよりもやや上位にあることが多い《壷はrt村部外商を肥l'よさせており111部の段も伐るが、

やや不明瞭になる 2SK039 1 ・ 2SK04042 ・ SK0676 ・ 2SK0878~手の出 1 LR~がこの範時であろう

その後、 ~M:終的には遠賀川以内.地域の城ノ越式上器へ融什していく過符を辿るが、その過程でßli'JðlSの

Ill， 'a~:が胸部の JI士大任がある部位に貼り付くことが多くなり、刻目が/rj、略されることが徐々に多くなる

この段階のものは、 2SK2089/H1:の墾なとがこれに吋たる。口縁部の刻Hが省略されることもあり、 i註

終的に胴部門fiYは沈線にirtき換えられていくようである l ょの段階には、当遺跡では/lU:量が2.激に減
少する傾向にある

以上、出 1:したと(，;fの傾向から、その変i盤を概観したが、分類編年作業は別稿にAりたい。

多条凸帯聾

ノト I rij 、この 一昨の上器を概制するしたときに興味深い 'J~W~ に気がついた。 この制刑の iニ器は 1 "1紘却と

胸部に表IJ日凸fu-を[j占付けるのを通例とするが、件々 l条ずっというのが一般的なイlり)jであるのは刷知
の 'j~';たである . 、li 然、多条I'~dむのものは日を引くことになるが、多条Iり:d日・を持つ聾のtll上について興味

深い傾向が石・取される。このことについて、今回の報告の中から取り 1-0げてみたい 今岡の報行で、多

条内帯は17の.iliw;から出上している。そのうち5遺構からは複数附体の11'，1:をみている ω 遺構総紋のう
ら、多条凸帯誕のH¥上した泣桃の割合いは側めて低いにもかかわらず、附上した地悦の1/4近くから複

欽例体の出 1-をみていることは注目すべきであろう“また、供伴遺物にも特徴がある 約1/3て小道の

供伴が認められ、約3/4で命の供伴が認められる二とがわかる もちろん、査は塑と佐んで当該J~Jの主

要な持穏であるから特異な状況とは言い轍いかも知れないが、 2SK0800では彩文上限と黒色l普研 l二時を

f' l~ っている l.( も比逃せない

多条凸帯は、盤惜への松川か推定される大琵にもみられるが、その!則係についても~1:.¥ますべきであろ

う 聾棺に小幅が埋納されることは良く知られている したがって、小幅の持つ性絡については、どう

しても実用性よりも祭杷的な側Ifftが強，摘されるようである内事実、実川に供するには作泣が小さすぎる

きらいがあるし、線数1聞がまとまって出しする'fi例からも然記的な11的で製作された，，)"能性は高いと言
わざるを得まい

多条凸帯翌も、翌棺や~棺への転用が想定される大賞にも見られることから、祭1It'e的な効果をm.つ て

の扶飾とみることができそうである。小'Aiとの組み合わせは特に象徴的なものではなかろうか。現段階
ではMをU的とした祭犯を念凶に杭いたのかの複元モデルの提示はできない

変容壷

140-9は実is.lJr:;{lをはると随分と鷲に近い印象を受けるか、写真を見たり版物を脱却すると輩としての

印象がつよい 11縁部は小さく外反するものの!胸部には0~J!のように沈紛が施されたりしていて、ムうな

れば費と壷のQ'IIlJ 形態とでもいうべき器Jf~である {.J:141地域的には法く離れているが、伊勢的地万

-192-



に弥生前期に成立する変容輩と同様のものか。もちろん、

当該地方から情報等が伝達されたというよりは自然発生的

に生まれた器形と見なすべきである。この器形の遺物につ

いての類例調査は全く行っておらず、精査すれば、同株の

器形は一定数見いだせる可能性が高い，弥生上持の導入時

における器槌組成のありかたを考えるとで興味深い

段事

これまで調査報告の中では悶示されたりしながらも、九

州島内では一つの類塑として論じられることは見られなか

った。今回出ヒした土器の中では、 67-4・81・5・101・2・

149・10・164・11. 178・2・180・5が段墾である。いずれも

。 5 10cm 

胴部の刻臼或は凸帯から上位の外面側に粘土をP.I~ 1)足して Fig.237 八女市一竿遺跡出土段妻
JJ巴厚させ、胴部下位との聞に段を形成している。段整は東

部瀬戸内地方等に広く分布するようであるが、当地域のものは若干様相が異なり、段の部分にも凸f17を

貼付けることが一般的である。亀ノ甲式土器の全ての時期に伴うものかどうかは不明であるが、城ノ越

式上器の段階では見かけないようである。周辺では八女市の一生存遺跡で出上していたが、実視IJ図では粘

土接合が段識の構造とは異なっていた。担当者の御高配により実見および実測する機会を得た (Fig.237)

が、筆者が観察した限り段聾と見て間違いなさそうである。また、大川市の下林西1日遺跡でも出上事例

が認められる。(註15)ただ、これまでは単に器壁が厚い上器の破片として取り扱われている例も多い

と思われ、今後注意すべきであろう。

綬遠風双耳把手付銅銭型深鉢

2SK2045からの出土品のうち、特に日をヲ|くのが184-5の把手の付u、た鎚様の上器である。森貞次郎

氏が「綬逮風双耳把手付銅銭形深鉢Jと命名した土器にあたる。(註16)新常町.の三代貝塚からの山上
品に対して命名されたものである。また、西田大輔氏は夜臼 ・二三代地区遺跡群の報告書の中で集成を行

っている。(註17)近隣では小都市の北松尾口遺跡が知られているが、近年、八女市の立野大坪遺跡で

も出土している。(註18)当地域では、これに当遺跡が加わった訳であるが、出土例が少なく論考を加

える時期に達していない ただ今回報告の中で舵手として報告した遺物も、綴遠風双耳把手付銅銭形深

鉢の把手となる可能性もある。外而側に刻円を施す例などは弥生上器の影響をも悦野に入れる必要があ

り、時期の比定に一定の情報を提示することになるかもしれない。

籾庄痕

今回の上器群には外底面を中心に、稲と思しき籾圧痕を41個確認した。初の縦横比を計測した結果が

Tab.34である。この結果をみると、和佐野喜久男氏が分額した中間華l弱地方の籾の数値に近いものがあ

る。(註19)この数値は、八女市吉田出土の占代米の傾向とも一致しており、朝鮮半島や玄界灘沿岸の

米の数値とは異なっている点が興味深い。ただ、上器に残されたtJJ庄痕からの計測であるため、焼成に
よる変形の影響は避けられない。しかしながら、弥生時代において当地方で栽培されていた稲の品位を

考えることは、当地方の弥生文化の特色を解明することにも苦手与するものであると考えられる。筑後市

域においても、古島被崎遺跡で多社の炭化米 (弥生時代後半期か?)が出土しており、資料の蓄積によ

って興味深い結操が得られることであろう。このことは当地域の体生時代の幕開けと、弥生文化の主要

要素の伝捕経路に片して重要な意味を持っている。最終的には、当地域の初期弥生文化 (或は弥生文明

というべきか)の再評価に繋がることを期待している。
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単位:mm 

出上遣榊!土掠J存分 1-長5さ幅 備考
擬朝鮮系無文土器 2SK0300 I 47-2 ; 5 I 3 

ふ +

/，..[qlの凋1f.の'11で、擬朝鮮系無文土器ではないか 2SK0300 I 47-2 4 3 

と与えられる 1-器カ{tH1:している 51-29・54-12・
間 306卜 5卜24 !5 3 

2SK0306 
55・16・55-17・55・20・66-4・66-5・117・1・173-

2SK0337 
1 . 176・ 10 ・ I~Rづかそれである 。 いずれも、典型 2SK0350 69・3 I 5 I " 守

的な胡生{系知文1.{，~・ J疑朝鮮系紫丈土器といえるも
4炉

2SK0391 79・6 6 3 
~ 

のではなし、。明科系無文 1:器 ・擬朝鮮系無文仁器は、 2SK0399 81-4 7 3 

通常ひとつの追跡あるいは1M辺を含めた遺跡僻で、
2SK0399 81 -4 6 3 

2SK0423 89-20 6 
、町議地域にifl.入されて以降、街地の弥生仁器に徐々 2SK0423 89句 21 5 

にItiJ化してゆく過位が観察される 代表的な実例と 2SK0423 89-21 5 

しては佐17叫の上生遺跡や宇 r.rll内の遺跡群が、よ 2SK0434 96-8 6 3 

く知|られている。11¥ 1:した上器が朝鮮系無文 1:持あ 2SK0434 96-9 6 4 
~ 

るいはJ疑判j阿系煤文1.器かどうかを判断するにあた
2SK0437 100 5 6 3 

与

2SK0448 107-3 4 3 
つては、その脳性の'11で朝鮮系無文土器・擬朝鮮系 2SK0453 111-12 6 4 

無文J(，ifの純暗に入るかとうかの判断を行うべきで 2SK0453 111 16 5 3 
~ 

あり、遺物!~-体での下1]1析はできない(註20 ) が、今 2SK0457 112-1 7 4 
+ + 

[1'11の調売の成来の111では、変化の過程と属件.にまで
2SK0524 102 13 5 2 

+司 φー

2SK0524 120-14 7 3 
論及することができない 一ー サ ー守

2SK0552 125-6 . 7 4 

筑後di域での朝鮮系時文仁器・擬朝鮮系無文上~
キー .. 

2SK0552 125‘19 7 4 
+ + 

のtH.1 :は今[1-'1 報;りの~JH9IJが初めてであるが、周辺地 2SK0586 132-3 7 2 

域ではいくつかの事例が知られている。大川11.iの下 2SK0586 132-3 5 2 

2SK0676 139-5 4 2 
林河川j宮跡や)(1'IIJ rllの1:1]1製柿添遺跡などである 2SK0843 151-3 8 
が、そのrjlでは F林l何回遺跡の出土例は比較的数斗 2SK0843 151 3 6 

的にまとまっていて'1二角状突起など8点が報告され 2SK0850 

ていて、さらに 2点以上について朝鮮系無文上躍で 2SK0850 152-2 1 7 

はなしゅ、と可能性か指摘されている。
2SK0853 154-2 7 

2SK2013 173-12 6 
さて、今IIIIIH1:した擬制鮮系無文上器ではないか 2SK2025 179-1 6 

と号えられる 1:6~ (以ド、 i粍に「擬朝鮮系擁文上器」 2SK2025 179-1 6 

と l<.，;L!する)は、弥生 1'.~ との区別が非常に難しい 2SK2025 179司 5

ものも台まれているが、比較的典型的なものとして
2SK2027 180 6 6 3 

2SK2027 180-6 5 3 
55・20がある。、このまt平:1・は問辺の11¥1:例には傾倒を 2SK2193 199 3 9 3 
比い出しl!;ないが、符崎県の持問中尾遺跡、出上上綜 2SK2197 199-6 6 3 ぜの痕跡あり

+ + 
("t21)に近似例が認められる 九州西部での出 1: 平地位 5.9 3.2縦横比平均値上862

例よけも、*九州でのm土例に近似性が認められる
のが興味深い Tab.34 籾圧痕計測表

先述した55・20 ( 2SK03091\'層)は、最初に擬朝鮮系経丈 L~;;'ではないカ、と注目した土器で、小型の

漣である。u縁部に粘土紐を貼り付けて凸情としているが、粘土illの形材、をよくとどめている。胴部も
丸みを ':f~': びており、符崎県持田遺跡出上資料に印象か似る なぜ、 ，frJVli修治以ではなく、東九州の資料
に似ているのかは全く不明である今

他の資料については、弥生土持との折衷様式とも珂併すべき形状のものが多数合まれている。土生遺

跡等での 'J~例のように朝鮮系無:文 k器が擬a蹄鮮系無文 k出に変化し、坊、rト.ヒ 6iiに融合する過程を辿るこ

とが・般的であるが、吋遺跡では、朝鮮系無文上持は冊H訟できないの雌刺鮮系無文士持がもたらされて

から、姉、'1-1:協に融介する過程が追えるのみである。この1.加については、雫円・の)JI走不足のため論考
する環境にない_;tf平:1・を提示して学界諸氏の叱aを乞いたいο

一 19.1-
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なお 、 擬朝鮮系無丈 U~のI災をぜFくにあたっては、 }Î・問宏一二氏 t小.ß~ IIT欽tr~u会}のi論考や、御教

示を参照させていただいた部分か多い，しかしながら、拘当高・が独nに・判断や必考を加えた音s分もあり、
氏の業制を充分にふまえることができなかったーこの点については、本線計が氏の染料tを阻書しないこ

とを切にお常するものである

筑後dT教"(t~H会 らくご遺跡だよりVol.llr常用地t，{の遭跡群J1999 

i皮辺i: r純文式J?(i).，'!) 化H会j 六 -í~F房 2∞o

佐々 -+-1紙J議 |おわりにl大'"rli文化財調査報告ryHt2集 ri阿見H探j大川けi教行委u会1994I斤収
水}.!.'*ft! r .. 均;/ 1~1I，~ft liiJ JUI.l・2品11¥t:の意義」筑後市文化財訓夜十段;与件m42集rilt l'~ )t.I，ぷl'j!遺跡j筑後，fj教
育委μ会 2002I~r収
tM 岡県教"(f~U会 rJt.州縦民自動f伝道関係怨.届童文化IIfIJ母校線内-XXXI 中 ~j 1979 

絡ni1t1! I~超仙の細{f.的研究J r九州縦貫自動車道関係jll~桜文化財調合総;'i' XXXJ - 中~J tl，l j~J県教育委
員会 1979T好収

偽ni主也 IIt4筑後における聾絡の編年j

民会 1985T対収

山川町教"(1':会U会の点屯泌氏の御Z宅配によ句会理作条中に'tH4を実見する健会を f~; たが、ヨ~fnの刷害事小蛍:二

絞H式のわiri令イIするものが含まれていた
I必殺t~ ノ本遺跡指~' 2 ;)，間食の成*J筑後市文化財調査様I'i~第20 1l.ér筑後，fi内遺跡勝j筑後市教育委員

会1999rfr収
水~秀自き" r.t;f，fJ筑後rh文化財胤査報告S第20集 f筑後市内遺跡群j筑後ili.1Xu委u会 19991明収
t4t・Jj主也 f受給容の成、工Jr季刊考古学第67号'j1999所収

f査の時代までお#1のものが残ることは通例であって、このよとをもって、近情の~frjHが決定しないのは勺然

である こと、?，判官や~込儀礼についてはその傾向が顕狩であるので、 il: :ù".か必猿であろう

形入sおからnえ"、害者WI された形式から Jf~骸化するという変化の~位を池ゐょとか通例であり、儀礼におい

てはその傾向がより ~tであるも

i~'.脱 111紀夫 f縄文弥作移行JltJのよ総とイï~~J 雄山 l湖 1999
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IlIi川大仰 fJJ耳打新内IU)X 1ヒ!日泌を被告件第 10;集f佼['1' ::代j也iベi世跡t'f:m5分間j新夜間f教育委日
会 1995I~r収

ÎfJ'f 人Ji~)rÌ跡取J也~JIÆ{{でJß)示された 八次市教育委日会の太塚，'Jf.ifi.1.\; のfJ1J~，わjミによる

利ild'f~'(久~I:. r~γ シアの占代総と稲作起i原」和佐野喜久 1):-*袖 f収アシアの航行:起i抑と凸代稲作文化j

1995 f~r~l 

小m;11i政u"1i:U会
小llsIIi数行委u会

瀬E吉田I文化財調資銀行1今m3 fJ~ ff~ JJ/.ほ~tíl跡j 槻A吉田I教育委
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P L A T，E 

凡例

遺物の写真右下の番号は、以下のとおりである。

Fig.番号 遺物番号
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Pla.2 

調査区北西部

(上が北)

空中写真

調査区南半部

(上が北)

d 空中写真
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Pla.4 

2SK0301土層断面 (東から)

2SK0302土層断面 (南から)



Pla.5 

2SK0302完掘状況 (東から)

2SK0302完掘状況 (南から)



Pla.6 

.--

2SK0305土層断面 (南東から)

2SK0306完掘状況 (南から)



Pla.7 

2SK0306完掘状況 (東から)

2SK0306完掘状況 (南から)



Pla.8 

-e 

2SK0307土層断面 (東から)

2SK0309完掘状況 (南から)
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2SK0307完掘状況 (西から)

2SK0307完掘状況 (北から)
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Pla.10 

2SK0309完掘状況 (東から)
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2SK0309完掘状況 (北から)
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2SK0311土層断面(北から)

2SK0313完掘状況 (東から)



Pla.12 

2SK0313完掘状況 (南から)

2SK0313完掘状況 (東から)
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Pla.15 

2SK0317土層断面 (東から)

2SK0335土層断面 (東から)
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Pla.18 

2SK0334土層断面 (東から)

一『司咽・興・圃

2SK0336土層断面 (南から)



Pla.19 

2SK0336完掘状況 (南東から)

2SK0336完掘状況 (南西から)



Pla.20 

2SK0337土層断面 (北から)

2SK0341土層断面 (北から)



Pla.21 

2SK0351完掘状況 (東から)

2SK0352完掘状況 (北から)



Pla.22 

2SK0352土層断面 (東から)
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2SK0353土層断面 (北から)



Pla.23 

2SK0353完掘状況 (東から)

2SK0353完掘状況 (北から)



Pla.24 

2SK0355完掘状況 (北から)

2SK0355完掘状況 (東から)



Pla.25 

2SK0356完掘状況 (東から)

2SK0356完掘状況 (南から)



Pla.26 
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Pla.28 

2SK0358完掘状況 (西から)

2SK0358完掘状況 (南から)



Pla.29 

2SK0359土層断面 (東から)

2SK0360土層断面 (東から)



Pla.30 

2SK0359完掘状況 (東から)

2SK0359完掘状況 (南から)
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2SK0361土層断面 (東から)

2SK0363土層断面 (西から)

Pla.31 



Pla.32 

2SK0361完掘状況 (南から)

2SK0361完掘状況 (東から)



Pla.33 

2SK0363土器出土状況 (北西から)

2SK0363土器出土状況 (北東から)



Pla.34 

2SK0367土層断面 (北西から)

2SK0368土層断面 (北西から)



Pla.35 

-E 

F 

F

h

 

』

回
二

2SK0369土層断面 (北東から)

2SK0370土層断面 (東から)
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Pla.37 

2SK0382完掘状況 (南から)

2SK0382完掘状況 (東から)
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2SK0391土器出土状況 (西から)①

2SK0391土器出土状況 (西から)②

.1， 

Pla.39 

， 
e 
s 
a 



. 
4 

Pla.40 

2SK0391土器出土状況 (東から)

. -'唱え

2SK0391土層断面 (西から)



Pla.41 
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2SK0392土層断面 (東から)
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2SK0393土層断面 (北から)
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2SK0394土層断面 (北から)

2SK0396土層断面 (北東から)



Pla.43 

2SK0394完掘状況 (東から)

2SK0394完掘状況 (北から)
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Pla.45 
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2SK0398土層断面 (北から)

2SK0399土層断面 (東から)
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Pla.47 

2SK0399完掘状況 (北から)

2SK0399完掘状況 (東から)



Pla.48 

2SK0400完掘状況 (北東から)

2SK0400完掘状況 (北西から)
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Pla.50 
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2SK0401完掘状況 (東から)

2SK0401完掘状況 (北から)



可一

ω・印
4

t.， .1 

.‘
 

• 

む

‘， I 
f J 
" 

ー

-
a
 
K
1
f
 

句

、

l

，、，s

. 
.; 

1¥) 
(/) 

ヌ
O
ム
ー_..
。
ハ
片
岡
際
司
国

(utい
b
d
小
)

れコ

ωスo
h
H
4
 U
J汁
調
際
司
副

(
w
m
u
q，
ψ
)
 



Pla.52 

2SK0416完掘状況 (西から)

2SK0416完掘状況 (北から)
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2SK0418土層断面 (北から)
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2SK0420土層断面 (西から)
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2SK0419完掘状況(西から)

2SK0419完掘状況 (南から)
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Pla.56 

2SK0423土層断面 (北から)
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2SK0426土層断面 (北から)



Pla.57 

2SK0423完掘状況 (東から)

2SK0423完掘状況 (南から)



Pla.58 

2SK0426m層土器出土状況 (東から)

2SK0426m層土器出土状況 (北から)



Pla.59 

2SK0428土層断面 (南西から)

2SK0429土層断面 (東から)



可一

ω
・∞O

J 

Nω
ヌ
o
h
F
M
∞
滑
詰
栄
諸

(持
閉
そ

σ
)

ωω
〒ハO
h
F
N
∞
羽
詰
品
孜
副

(甜
団
法
4
0
)



Pla.61 

--

JJf
 

ぜE

' 
-.  ・吃. 

J 

2SK0429完掘状況 (北から)

2SK0429完掘状況 (東から)
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2SK0431土層断面 (西から)

2SK0432土層断面 (北から)



勺一

ω
・∞ω

Nω
宍

084羽
詰
栄
肖
(
斗

門

b
d

。)

.' 1 .• 

!， "'ll'.r ， 

ωω
宍
(
)
h
F
2

羽
詰
栄
諸

(団
法
u

伊

)



，..ー、、

心
同
県
一
-
一
日
)

照
美
喋
山
山
刊
の
寸

OV4ωω

，. 

心
長
恨
)

同
市
葉
県
保
刊
の
寸
ov-ωω

司'‘ 

、合

寸
∞
.
同
一
止



、

. ， 

. 

- -~ー-

d e. 

2SK0434土層断面 (北から)
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Pla.66 

2SK0433完掘状況 (東から)

2SK0435土層断面 (北から)
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Pla.68 

2SK0436完掘状況 (北東から)

2SK0436完掘状況 (南東から)



Pla.69 

2SK0436土器出土状況 (南から)

2SK0436土器出土状況 (東から)
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Pla.71 

2SK0438土層断面 (西から)

2SK0439土層断面 (北から)
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Pla.73 

2SK0446完掘状況(南から)

2SK0446完掘状況 (西から)
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Pla.76 

2SK0501完掘状況 (北から)

2SK0501完掘状況 (西から)
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2SK0524完掘状況 (西から)

2SK0524完掘状況 (北から)



Pla.80 

2SK0541完掘状況 (東から)

2SK0541完掘状況 (南から)
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Pla.83 

2SK0583土器出土状況 (拡大 ・東から)

2SK0583土器出土状況 (拡大・西から)
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2SK0584土層断面 (東から)

2SK0597土層断面 (東から)
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2SK0596完掘状況 (東から)

2SK0596完掘状況 (北から)
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2SK0878土器出土状況 (東から)
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Pla.88 

2SK2018土器出土状況 (北から)

2SK2018土器出土状況 (拡大・東から)
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2810606土層断面 (南から)

2810608土層断面 (南から)



Pla.90 

2812300・2812310

• 2810750 

(空中写真・上が北)

2810606・2810608

• 2810609・2810688

(空中写真・上が北)



Pla.91 

2ST0612完掘状況 (東から)

2ST0612完掘状況 (北から)
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Pla.93 

2ST0879掘方完掘状況 (西から)

2ST2503護棺出土状況 (西から)
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28T0613土層断面 (西から)

28T0613石蓋出土状況 (東から)
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2SX0371北ベルト土層断面 (東から)
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2SX0371南ベルト土層断面 (東から)

2SX0371西ベルト土層断面 (南から)
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2SX0371完掘状況 (北西から)

2SX0371完掘状況 (南西から)
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2800362完掘状況 (西から)

2800362完掘状況 (東から)
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2800362屈曲部完掘状況 (南から)

28X2500石組炉出土状況 (東から)
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